
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
諸
軍
団
の
反
乱

余

匠立口

福

三

イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）

門
要
約
】
　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
初
期
、
七
九
四
年
か
ら
八
三
三
年
ま
で
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
で
断
続
的
に
つ
づ
い
た
一
連
の
ア
ラ
ブ
が
起
こ
し
た
騒
乱
は
、
こ
れ

ま
で
タ
ー
リ
ビ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ブ
と
イ
ラ
ン
人
の
争
い
と
か
、
ア
ラ
ブ
の
部
族
間
闘
争
と
か
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
体
制
派
と
シ
ー
ア
派
の
争
い
な

ど
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ウ
マ
イ
や
朝
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
の
東
方
の
歴
史
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
ま
っ
た
く
空
想
的

に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ラ
ブ
は
ウ
マ
イ
や
朝
時
代
の
征
服
以
来
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
外
縁
部
の
ベ
ル
ベ
ル
の
侵
攻
を
排
除
す
る
た
め
、
三
次
ま

た
は
四
次
の
波
を
な
し
て
、
大
挙
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
内
部
に
移
住
、
定
着
し
た
。
そ
の
結
果
、
征
服
者
と
し
て
の
特
権
で
あ
る
土
地
・
税
収
の
分
配
が

著
し
く
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
～
連
の
騒
乱
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
初
期
に
定
着
し
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
、
シ
リ
ア
軍
、
バ
ス
ラ
軍
の
土
地
・
税
収
の
争

奪
と
、
ウ
マ
イ
や
朝
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
征
服
者
の
奪
権
闘
争
、
さ
ら
に
勝
利
し
た
辺
境
の
ザ
ー
ブ
地
方
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
よ
る
、
専
制
化
を

進
め
た
か
れ
ら
の
指
導
者
ア
グ
ラ
ブ
家
に
対
す
る
闘
争
か
ら
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
一
巻
六
号
　
一
九
九
八
年
一
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
七
世
紀
末
の
征
服
以
来
、
ア
ラ
ブ
は
数
次
の
波
を
な
し
て
大
挙
し
て
イ
フ
リ
ー
キ
！
ヤ
H
暁
昌
鳥
巻
（
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
フ
リ
カ
で
あ
り
、
現
在
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
、
リ
ビ
ア
北
西
部
を
含
む
地
方
）
に
移
り
、
お
も
に
内
陸
部
に
新
設
さ
れ
た
軍
営
都
市
カ
イ
ラ

ワ
ー
ン
ρ
p
顎
p
≦
響
や
、
地
中
海
に
臨
ん
で
薪
設
さ
れ
た
海
の
辺
境
都
市
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
6
叢
話
（
チ
ュ
ニ
ス
）
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ベ
ル
ベ
ル
に

対
す
る
辺
境
に
あ
た
る
ザ
ー
ブ
N
群
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
中
部
の
フ
ド
ナ
甘
α
犀
湖
地
方
）
の
軍
営
都
市
ト
ゥ
ブ
ナ
月
g
げ
鵠
（
ロ
ー
マ
時
代
の
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島
暮
琶
器
）
に
定
着
し
た
が
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
各
地
に
土
地
を
獲
得
し
、
地
代
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
①

　
別
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
移
住
の
波
は
、
（
一
）
七
世
紀
末
の
征
服
時
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
軍
・
シ
リ
ア
軍
、
（
二
）
七
四
〇
年
代
に
お
け

る
モ
ロ
ッ
コ
北
部
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
西
部
の
ベ
ル
ベ
ル
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
、
ウ
マ
イ
や
朝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
シ
リ
ア
軍
、
（
三
）
七
六
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

七
七
〇
年
代
に
「
イ
バ
ー
ド
派
」
H
げ
倒
曾
ぢ
の
ベ
ル
ベ
ル
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
を
奪
回
す
る
た
め
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ホ

ラ
ー
サ
ー
ン
国
璽
鼠
ω
9
1
昌
軍
・
シ
リ
ア
軍
・
バ
ス
ラ
し
d
霧
二
軍
（
こ
れ
自
体
が
ア
ブ
ル
・
バ
ッ
タ
ー
ブ
》
巨
、
W
囚
三
盛
げ
群
ζ
鋤
．
島
島
に
対
し
て
派
遣

さ
れ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
竃
爵
目
籠
ヨ
蝕
σ
【
串
》
鴇
．
ρ
仔
，
。
一
－
閤
げ
¢
鋤
．
洲
の
軍
と
、
そ
の
あ
と
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
テ

ィ
ム
》
げ
口
薬
倒
江
ヨ
群
ζ
跳
N
繭
N
門
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
た
バ
ス
ラ
の
ア
ズ
ド
》
注
族
の
指
導
者
、
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
竃
臨
臣
粋
家
の
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
．
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
ィ
ム
団
雷
践
『
属
響
語
の
軍
の
ふ
た
つ
に
分
か
れ
る
）
の
三
次
の
波
か
ら
な
る
。
あ
い
つ
ぐ
大
規
模
な
流
入
に
よ
る
ア
ラ
ブ
の
人
ロ
増
大
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
ア
ラ
ブ
軍
の
主
要
部
分
は
ベ
ル
ベ
ル
の
侵
攻
や
よ
り
古
い
ア
ラ
ブ
定
着
者
の
抵
抗
に
対
し
て
、
と
き
の
中
央
政
府
の
支

配
を
確
立
す
る
た
め
、
か
れ
ら
の
意
志
に
反
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
定
着
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
ア
ラ
ブ
は
七
　
○
年
代

に
ア
ン
ダ
ル
ス
p
賢
》
昌
q
巴
器
（
イ
ベ
リ
ア
半
島
）
を
征
服
し
た
も
の
の
、
七
四
〇
年
代
の
ベ
ル
ベ
ル
の
大
乱
以
後
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ベ
ル
ベ

ル
に
よ
っ
て
ザ
！
ブ
以
西
へ
の
進
出
を
か
た
く
阻
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
各
征
服
地
に
定
着
し
た
ア
ラ
ブ
は
そ
の
征
服
地
の
税
収
を
給
与
と
し
て
分
配
さ
れ
、
通
常
は
イ
ラ
ク
や
エ
ジ
プ
ト
の
場
合
の
よ
う
に
か
れ
ら

の
軍
営
都
市
に
集
住
し
て
土
地
の
分
配
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
旧
支
配
層
の
多
く
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
未
征
服
の
部
分
に
亡
命
し
た
シ
リ
ア
で
は

給
与
に
加
え
て
、
土
地
や
住
居
の
分
配
を
受
け
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
土
地
を
獲
得
し
た
も
の
は
地
代
収
入
を
得
る
が
、
通
常
は
税
と

し
て
で
は
な
く
、
宗
教
的
義
務
と
し
て
の
浄
財
の
喜
捨
と
い
う
意
味
で
ウ
シ
ュ
ル
．
§
専
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
た
。
土
地
の
獲
得
は
ウ
マ
イ

や
朝
を
支
え
た
シ
リ
ア
の
ア
ラ
ブ
の
特
権
と
化
し
、
か
れ
ら
も
征
服
に
参
加
し
た
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
で
は
、
給
与
支
給
の
ほ
か
に
、
ロ
ー
マ

（
ビ
ザ
ン
ツ
）
領
に
亡
命
し
た
旧
支
配
層
の
土
地
の
分
配
が
指
導
層
を
中
心
に
か
な
り
広
範
に
行
わ
れ
た
（
の
ち
、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
も
広
範
に
行
わ

れ
る
）
。

38 （816）



イフリーキーヤにおけるアラブ詰軍団の反況（余部）

　
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
の
歴
代
総
督
、
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
（
在
任
一
五
五
－
七
一
／
七
七
ニ
ー
八
七
）
、
そ
の
兄
弟
ラ
ウ
フ
閑
知
≦
樹
げ
掴
讐
日
（
一
七
～
一
四
／

七
八
七
一
九
一
）
、
ナ
ス
ル
咳
固
賀
げ
■
切
魯
H
び
（
一
七
四
－
七
／
七
九
一
⊥
二
）
の
支
配
下
で
平
和
を
享
受
し
て
い
た
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
で
、
一
七
八

／
七
九
四
年
か
ら
シ
チ
リ
ア
曾
ρ
臼
身
心
征
服
戦
争
が
着
手
さ
れ
た
二
　
二
／
八
二
七
年
の
あ
と
ま
で
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
現
地
の
ア
ラ
ブ

軍
に
よ
る
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
総
督
へ
の
抵
抗
運
動
が
つ
づ
く
未
曾
有
の
騒
乱
の
時
代
に
突
入
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
反
乱
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
タ
ー
リ
ビ
ー
日
毘
寓
に
よ
る
研
究
以
外
に
は
な
く
、
し
か
も
、
タ
ー
リ
ビ
ー
は
視
野
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
と
シ
チ
リ
ア
の
み

に
限
り
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
や
イ
ス
ラ
ー
ム
全
体
に
対
す
る
知
識
と
理
解
に
欠
け
る
た
め
、
そ
の
解
釈
は
し
ば
し
ば
大
き
な
誤
謬
を
含
ん
で
い
る
。

本
稿
の
量
的
は
、
ア
ッ
パ
！
ス
朝
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
諸
反
乱
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
ま
た
、
史
料
の
信
唱
言
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ワ
ン
ズ
ブ
ラ
類
器
ω
げ
8
環
σ
q
財
は
タ
ー
リ
ビ
ー
の
研
究
に
対
す
る
書
評
の
中
で
、
初
期
イ

ス
ラ
ー
ム
時
代
の
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
関
す
る
史
料
は
は
る
か
に
後
世
の
、
遠
く
離
れ
た
地
域
で
書
か
れ
た
著
作
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

的
、
宗
教
的
に
中
立
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
信
頼
で
き
な
い
と
断
じ
た
。
し
か
し
、
中
心
的
な
史
料
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
の
問

で
伝
え
ら
れ
、
一
一
世
紀
初
頭
の
ズ
ィ
ー
リ
ー
N
同
衆
朝
時
代
に
ラ
キ
ー
ク
知
岱
β
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
政
治
事
件
の
伝
承
で
あ
り
、
そ

れ
を
、
一
〇
世
紀
初
頭
の
ア
ブ
ル
・
ア
ラ
ブ
〉
げ
口
．
H
－
、
》
鑓
げ
と
一
一
世
紀
後
半
の
マ
ー
リ
キ
ー
竃
倒
財
町
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
イ
フ
リ
ー

キ
ー
ヤ
の
学
者
・
禁
欲
家
に
関
す
る
膨
大
な
伝
承
群
や
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ア
ラ
ブ
の
問
で
ほ
ぼ
独
立
に
伝
え
ら
れ
た
伝
承
、
ま
っ

た
く
別
系
統
の
イ
バ
！
ド
派
の
伝
承
、
さ
ら
に
九
世
紀
の
バ
リ
ン
フ
ァ
図
訂
｝
同
鼠
、
タ
バ
リ
ー
月
接
餌
昌
、
バ
ラ
ー
ズ
リ
ー
b
d
毘
鋤
装
蹄
、
ヤ
ァ

ク
ー
ビ
ー
団
p
．
ρ
q
寓
な
ど
の
「
世
界
史
」
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ウ
マ
イ
や
朝
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
中
央
政
府
に
よ
る
総
督
任
免
・
軍
派
遣
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
簡
単
な
公
記
録
と
比
較
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ラ
キ
ー
ク
の
編
集
は
と
く
に
親
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
男
倒
富
ヨ
鋤
朝
的
で
あ
る
と
は
言

え
ず
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
や
そ
の
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
ア
グ
ラ
ブ
》
α
q
鉱
魯
朝
を
故
意
に
中
傷
す
る
こ
と
な
く
（
末
期
の
総
督
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム

H
げ
鼠
訂
日
二
世
だ
け
は
例
外
）
、
か
な
り
客
観
的
、
中
立
的
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
ン
ズ
ブ
ラ
が
言
う
ほ
ど
、
史
料
に
信
頼
性
が
欠
け
る

こ
と
は
な
い
。
ワ
ン
ズ
ブ
ラ
の
議
論
は
、
『
コ
ー
ラ
ン
』
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
文
献
を
徹
底
的
に
疑
う
か
れ
　
流
の
誇
張
で
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も
あ
る
し
、
ま
た
、
当
時
は
未
発
見
で
あ
っ
た
ラ
キ
ー
ク
の
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
史
を
知
ら
ず
、
エ
ジ
プ
ト
や
バ
グ
ダ
ー
ド
で
独
立
に
書
か
れ
た

著
作
を
考
慮
し
な
か
っ
た
結
果
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ラ
キ
！
ク
の
歴
史
は
一
九
七
／
八
一
三
年
以
後
の
部
分
が
な
お
未
発
見
で
あ

る
が
、
そ
の
部
分
も
　
三
世
紀
前
半
の
イ
ラ
ク
北
部
の
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ー
ル
H
げ
φ
p
一
出
題
⇒
と
ア
ン
ダ
ル
ス
・
バ
レ
ン
シ
ア
の
イ
ブ
ヌ
ル
・

ア
ッ
バ
ー
ル
H
ぎ
群
曲
げ
げ
鐸
、
一
四
世
紀
前
半
の
エ
ジ
プ
ト
の
ヌ
ワ
イ
リ
ー
宕
信
≦
我
践
と
モ
ロ
ッ
コ
の
イ
ブ
ン
・
イ
ザ
ー
リ
ー
H
竃
．
崔
宮
山

ら
に
よ
っ
て
患
実
に
引
用
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
の
典
拠
は
本
文
中
の
（
　
）
内
に
割
り
込
ん
だ
。
そ
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

幻
9
ρ
門
ρ
”
鋤
や
幻
鋤
ρ
矧
9
§
寸
隷
漸
§
欝
罎
斜
ド
鐘
識
魯
①
窪
．
．
》
げ
島
巳
時
ゲ
鋤
や
．
｝
財
p
r
N
Q
網
畠
似
⇒
卸
．
H
N
N
銑
－
∪
回
口
．
φ
白
聖
竃
ロ
ω
鮮
b
d
Φ
一
H
o
r
一
日
目
9

諺
穿
副
”
H
げ
昌
鋤
憎
諺
費
同
評
職
卜
寄
ミ
跳
届
ド
ミ
惑
鳶
Φ
伍
■
O
．
日
o
H
博
げ
禽
α
Q
闇
一
ω
く
○
『
．
讐
じ
d
①
群
葺
り
一
Φ
①
窃
一
8
〈
o
轡
①
．

〉
σ
ぴ
倒
門
同
げ
p
ゆ
り
》
げ
げ
鯛
お
犠
ト
餐
N
貯
琳
黛
ト
砺
ぴ
蔦
蕊
い
①
傷
．
樹
β
G
・
曽
回
目
竃
β
、
巳
。
。
り
ト
⊃
く
。
『
ご
O
臥
「
P
一
Φ
①
O
Q
．

客
¢
乏
鋤
《
斯
…
巴
－
匿
β
≦
ゆ
団
同
烈
ミ
》
§
琳
額
ト
亀
ミ
い
無
智
§
尋
N
犠
ト
織
§
鋼
ω
即
く
。
『
こ
○
鉱
「
ρ
＜
○
囲
ト
つ
♪
Φ
9
掴
β
ω
Q
団
⇒
客
爲
朋
倒
H
u
一
⑩
o
Q
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
H
山
げ
倒
筒
”
H
げ
昌
．
H
仙
ゲ
9
1
識
甲
斜
卜
b
ご
亀
七
口
匙
㍗
§
登
口
伽
羽
袖
心
》
い
織
、
職
艶
場
謡
§
N
謎
竃
馬
騨
蕊
識
黛
①
ら
O
．
ω
．
O
o
目
昌
節
国
．
ピ
⑪
＜
一
－
℃
H
O
＜
Φ
ロ
沿
巴
”
駆
く
O
『
↓
b
d
Φ
眸
¢
♂

　
　
　
　
H
Φ
c
Q
O
＜
O
一
■
ド

　
　
　
　
　
　
堕

国
げ
既
伍
凶
巨
同
げ
昌
国
『
巴
q
q
P
窓
妹
瓢
呼
霜
卜
．
導
斜
き
ド
鼻
く
。
『
．
Ψ
じ
d
Φ
搾
¢
計
一
り
○
◎
ω
1
ρ
＜
○
囲
8

．
〉
鑓
げ
”
》
げ
院
r
、
｝
δ
げ
『
8
0
ヨ
瞬
白
》
§
魎
無
碍
ミ
．
ミ
霜
§
織
．
ミ
心
α
§
墨
無
強
震
δ
Φ
傷
＼
》
勇
戦
甲
ω
ケ
鋤
げ
同
俸
蟹
郎
．
鋤
《
臼
石
田
9
口
p
甲
団
9
1
博
“
8
口
p
償
。
。
“
一
④
O
Q
O
．

竃
9
1
圃
時
け
p
甲
竃
臥
薫
陸
u
肉
嘗
黛
窺
ト
博
u
言
言
鷺
勝
寒
心
ミ
ぎ
ミ
ミ
漸
、
黛
ト
◎
遭
、
縞
鑓
無
謡
建
弔
電
酎
健
鼻
Φ
9
鶴
¢
ω
曽
《
降
鼠
¢
、
巳
P
O
臥
H
ρ
一
⑩
ら
n
H
9

国
一
湿
住
回
”
鋤
一
－
隊
一
昌
恥
β
き
翻
琳
藁
向
謎
Φ
α
．
掴
β
ω
Q
図
昌
客
動
甥
9
一
斜
b
d
Φ
眸
¢
ρ

日
量
σ
q
げ
鋤
げ
坤
仙
別
　
H
げ
口
↓
o
α
q
げ
吋
瞬
げ
出
口
押
蓋
㍗
季
世
ミ
霜
㍗
捜
昏
ミ
、
喬
襯
§
ミ
笥
神
§
、
罎
犠
翻
身
ミ
、
斜
Φ
伍
．
諺
．
N
・
巴
－
．
諺
年
鑑
≦
酬
一
即
く
。
『
」
○
臥
同
ρ
摩
り
ト
⊃
⑩
1
α
ρ
＜
o
囲
卜
。
．

ρ
暮
同
《
鍵
H
げ
口
巴
－
O
悶
笥
網
P
§
謹
詠
ミ
帖
ミ
昏
“
同
国
謡
§
N
δ
Φ
傷
．
》
げ
高
遠
販
7
》
郷
同
ω
鋤
r
朔
Q
げ
び
鰍
w
b
d
Φ
貯
餌
戸
翻
り
㎝
S

N
9
犀
費
回
賓
餌
．
”
》
げ
瑚
N
9
犀
9
。
繍
団
叫
臨
融
く
費
』
断
⇔
酬
齪
ミ
い
恥
嘗
、
黛
ト
霜
野
ミ
篭
ミ
妹
罎
犠
犠
瀞
｝
守
旨
旨
ミ
§
v
屑
お
口
。
評
窪
．
げ
《
図
．
ピ
Φ
日
。
ロ
H
昌
Φ
p
∬
ヨ
肉
恥
嬢
黛
恥
き
帖
§
冒
“

　
　
　
　
＜
O
轡
一
〇
鼻
（
一
⑩
①
O
）
・
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猟
冨
諏
勲
函
冨
敏
。
げ
．
函
訂
鴫
愚
質
§
．
、
藩
鳶
巴
．
》
ぎ
鋤
日
O
姶
魁
群
、
¢
語
餌
員
竃
巴
H
g
し
⑩
o
。
伊

日
接
貸
鮮
餌
7
嚇
p
冨
員
§
寸
隷
浮
匙
、
ミ
ミ
鑓
無
蝉
ミ
ミ
隷
u
Φ
ら
ζ
．
旨
儒
Φ
O
o
Φ
撤
ミ
ミ
払
O
く
。
謝
■
”
い
①
凱
Φ
P
一
。
。
刈
⑩
山
O
O
ガ
ω
Φ
H
δ
。
。
H
H
同
．

．
慧
謡
”
禦
．
8
§
罎
霜
騨
嘗
§
．
耐
円
窓
ぎ
町
多
智
ミ
．
辞
ゆ
。
。
ξ
§
ミ
浮
ミ
。
ミ
。
ミ
ミ
毎
ミ
ミ
8
ミ
§
Φ
ゆ
ζ
9
μ
①
O
o
ε
ρ
ピ
①
達
魯
9
一
〇
。
①
ρ

しd

b
注
ざ
身
寧
し
d
鉱
劉
ざ
圏
β
き
ミ
昏
匙
魎
ミ
§
き
巴
．
《
q
．
号
O
o
a
P
ぴ
Φ
凱
魯
レ
。
。
①
①
■

団
触
名
げ
酬
日
”
寧
《
9
．
名
9
寄
寸
隷
ふ
b
く
巳
ω
；
ω
蝕
巴
鼻
一
⑩
①
ρ
＜
o
ド
ト
。
・

畷
伽
．
名
び
刮
b
d
”
塾
磯
p
、
名
び
押
韓
ミ
ぴ
匙
ぎ
§
き
Φ
9
竃
．
ト
氏
Φ
O
O
＆
ρ
い
Φ
臨
Φ
P
一
。
。
露
’

bd
W
藁
寧
b
ご
艮
員
壁
ミ
守
鳥
㍗
ミ
毯
翫
§
ミ
犠
ド
§
犠
§
熱
画
鋤
し
。
b
題
ミ
賛
幌
§
譜
N
雪
避
ミ
偽
愚
§
国
ミ
§
ミ
ぶ
a
．
≦
．
9
0
0
琴
閃
貯
曾
2
櫛
屋
》
℃
鋤
詠
」
8
α
・

鴫
似
名
汀
孚
団
倒
名
け
群
煩
鋤
ヨ
9
毒
押
§
冒
ミ
匙
9
§
き
窃
く
9
。
・
．
”
ゆ
Φ
阿
鼻
6
零
・

ζ
8
冨
『
卜
犠
q
専
§
避
ミ
譜
韓
藍
無
凝
魯
識
§
も
ミ
、
執
ミ
簿
ミ
ミ
S
貯
駄
臨
ミ
§
詠
M
汚
く
9
。
。
‘
巴
．
Φ
算
H
し
．
じ
d
．
○
げ
鋤
げ
○
∬
℃
9
誘
し
。
。
8
点
り
8
ψ
〈
9
ω
．

イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）

①
余
部
福
三
「
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
定
着
と
ベ
ル
ベ
ル
の
抵
抗

　
運
動
」
『
人
文
自
然
科
学
論
集
』
一
〇
四
号
、
一
九
九
七
年
、
四
一
一
七
六
頁
。

②
イ
バ
ー
ド
派
と
は
、
ウ
マ
イ
や
朝
に
も
ハ
ー
シ
ム
家
運
動
に
も
同
調
し
な
い
、

　
ウ
マ
イ
や
朝
宋
期
の
バ
ス
ラ
の
ア
ラ
ブ
と
マ
ワ
ー
リ
ー
§
織
ミ
ミ
噛
（
被
征
服
民
の

　
う
ち
、
ア
ラ
ブ
有
力
者
の
庇
護
民
と
な
っ
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ス
ラ
ー
ム

　
改
宗
者
）
の
一
般
的
潮
流
の
中
で
、
ウ
マ
イ
や
朝
に
対
す
る
反
乱
に
同
月
し
な
い

　
多
数
派
の
ム
ル
ジ
ア
鼠
目
配
．
帥
派
に
対
し
て
、
蜂
起
を
選
ん
だ
人
々
を
指
す
も
の

　
で
あ
ろ
う
。
最
初
は
あ
く
ま
で
他
称
で
あ
り
、
単
一
の
党
派
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
勢
力
が
各
地
で
独
立
に
行
動
し
た
と
思
わ
れ
る
（
余
部
、
五
九
－
六
〇
頁
）
。

　
北
ア
フ
リ
カ
で
は
九
世
紀
に
は
イ
バ
ー
ド
派
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
西
部
の
ル
ス
タ

　
ム
朝
の
支
持
者
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

③
本
稿
で
は
イ
ラ
ン
系
マ
ワ
ー
リ
ー
を
多
数
含
む
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
総
体
を
も
便

　
癒
上
声
ア
ラ
ブ
」
に
含
め
る
。

④
ζ
。
冨
幕
鳥
冒
辱
甲
い
ぎ
賊
ミ
》
窓
§
§
N
。
。
率
臥
。
り
勲
。
。
O
や
ゆ
塗
§
馬
。
ミ

　
讐
ミ
§
§
℃
四
臨
ω
一
一
〇
①
①
’

⑤
回
≦
磐
ω
鐸
2
α
q
ダ
．
、
9
お
。
。
8
噂
。
ω
冒
σ
q
些
Φ
H
ω
冨
砲
陣
。
募
δ
蔓
。
｛
署
。
島

　
〉
｛
臨
＄
、
ド
き
N
ミ
ミ
N
曼
導
鴨
肉
e
ミ
警
防
貯
理
窟
ミ
竜
（
一
8
㊤
）
も
や
一
①
一
匿
ミ
9

⑥
　
余
部
「
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
」
四
四
－
五
頁
。

一
　
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
と
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
ァ
ー
ル
ス
ィ
ー
の
反
乱

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ジ
ャ
ー
ル
ー
ド
、
》
げ
傷
巳
賦
げ
び
．
．
》
げ
侮
燭
鋤
げ
ぼ
置
げ
』
こ
理
q
匹
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
ァ
ー
ル
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イフリーキーヤにおけるアラブ諾軍団の反戴（余部）

ス
ィ
ー
竃
魯
9
白
密
集
げ
’
団
窩
㍊
鋤
7
閤
鋤
同
ω
H
は
と
も
に
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ア
ラ
ブ
軍
の
指
導
者
で
、
　
七
八
／
七
九
四
年
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総

督
、
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
の
ラ
ウ
フ
の
子
フ
ァ
ド
ル
団
p
色
に
対
し
反
乱
を
指
導
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
軍
指
揮
ミ
§
騨
ミ
智
さ
と
作
戦
宣
伝
ミ
導
㌣

ミ
ミ
ぜ
起
職
ミ
簿
翫
ミ
い
ミ
匙
壽
駐
を
担
当
し
た
（
認
曾
ρ
旨
0
）
。

　
前
者
は
、
ア
ラ
ブ
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
イ
ス
、
諺
げ
山
烏
◎
避
ω
族
を
イ
ラ
ン
語
風
に
表
現
し
た
か
れ
の
異
名
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
、
》
げ
留
ミ
p
善

（
影
ρ
矧
ρ
δ
b
。
）
か
ら
見
て
も
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
主
要
都
市
の
ひ
と
つ
ヘ
ラ
ー
ト
国
角
筆
の
出
身
で
あ
る
こ
と
（
図
冨
甑
ゆ
ま
心
）
か
ら
見
て
も
、

さ
爵
き
軸
（
〈
S
、
ミ
．
ミ
§
ミ
ミ
革
命
の
子
、
す
な
わ
ち
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
革
命
軍
の
第
二
琶
代
）
と
い
う
ミ
恥
貯
（
↓
書
碧
矧
①
ω
9
》
9
回
同
冨
①
）
か
ら
穿
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
タ
ー
リ
ビ
ー
は
か
れ
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
意
味
を
理
解

し
て
い
な
い
た
め
、
誤
っ
て
》
ロ
げ
餅
議
と
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
が
ウ
マ
イ
や
朝
初
期
の
バ
ス
ラ
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
イ
ス
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
門
、
ジ
ャ
ー
ル
ー
ド
家
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ル
ー
ド
家
は
バ
ス
ラ
と
ク
ー
フ
ァ
国
q
貯
の
総
督
バ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ

ュ
・
イ
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
頓
＆
狸
ぴ
．
紹
q
ω
鑑
に
対
す
る
反
乱
に
失
敗
し
た
あ
と
、
一
族
の
多
く
が
バ
ス
ラ
か
ら
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に
移
住
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
が
指
導
者
に
選
ば
れ
た
の
も
、
か
れ
の
軍
事
的
能
力
や
指
導
力
が
か
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
家
柄
が
良
く
、

富
裕
で
あ
り
、
多
く
の
ア
ラ
ブ
を
結
集
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
れ
を
指
導
者
に
か
つ
ぐ
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

（
詔
ρ
だ
δ
一
）
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
ァ
ー
ル
ス
ィ
ー
も
、
国
げ
霞
謎
習
回
と
い
う
ニ
ス
バ
（
．
固
冨
昌
。
。
①
）
か
ら
見
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
反
乱
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
主
体
の
反
乱
で
あ
る
こ
と
は
つ
ぎ
の
事
実
か
ら
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
ふ
た
り
の
最
高
指
導
者
が
と
も
に
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
こ
と
。

　
二
　
ふ
た
り
は
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
に
支
持
さ
れ
た
あ
と
、
バ
ー
ジ
ャ
切
理
鋤
（
く
鋤
α
q
p
）
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
支
持
を
訴
、
凡
、
そ
の
支
持
を
得

　
　
た
（
図
餌
ρ
団
ρ
一
㎝
㎝
1
①
）
。

　
三
　
総
督
フ
ァ
ド
ル
が
派
遣
し
た
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
軍
に
対
し
、
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
が
ザ
イ
ト
ゥ
ー
ン
N
奥
旨
冒
に
派
遣
し
た
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
の
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斥
候
部
隊
の
ふ
た
り
の
指
揮
官
の
ひ
と
り
、
マ
ン
ス
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ム
ヤ
ー
ン
ζ
p
霧
臼
ぴ
．
国
9
襲
踏
⇔
は
、
父
が
明
ら
か
に
ペ
ル

　
　
シ
ア
語
（
腰
帯
び
）
の
名
前
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
兵
で
あ
ろ
う
（
沁
岩
ぢ
δ
ω
）
。

　
四
　
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
内
部
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
兵
士
き
誌
、
撃
袋
ミ
鶏
§
は
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
を
「
我
々
の
子
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
る
」
と
呼

　
　
び
、
か
れ
ら
と
の
戦
い
を
拒
否
し
た
し
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
§
N
蓉
ミ
駐
§
の
中
で
フ
ァ
ド
ル
か
ら
各
地
の
代
官
や
徴
税
官
に
任
命
さ

　
　
れ
て
い
た
も
の
た
ち
こ
ミ
§
ミ
さ
え
、
フ
ァ
ド
ル
へ
の
協
力
を
拒
否
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
菊
8
β
δ
①
）
。

　
五
　
フ
ァ
ド
ル
に
よ
っ
て
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
の
子
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
．
》
げ
量
一
一
讐
が

　
　
タ
サ
ー
ス
円
p
路
ω
（
9
6
き
げ
そ
習
）
で
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
を
い
っ
た
ん
破
っ
た
と
き
、
か
れ
の
幕
僚
は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
執
拗
な
攻
撃
を
讃

　
　
え
、
敵
の
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
を
織
ミ
撃
ミ
譜
§
と
呼
ん
で
い
る
（
寄
ρ
だ
δ
刈
）
。

　
六
　
最
終
的
に
タ
サ
ー
ス
の
戦
い
に
勝
っ
た
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
が
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
攻
撃
し
た
と
き
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
市
内
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

　
　
軍
導
鳶
、
は
内
部
か
ら
城
門
を
守
っ
て
い
た
兵
を
倒
し
、
門
を
開
い
た
（
寄
ρ
だ
属
。
。
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ァ
ド
ル
側
は
ア
ズ
ド
族
を
主
体
と
し
た
バ
ス
ラ
軍
の
ほ
か
、
シ
リ
ア
軍
の
か
な
り
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
つ

ぎ
の
事
実
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

　
一
　
フ
ァ
ド
ル
が
辺
境
の
ザ
ー
ブ
地
方
を
除
く
各
地
の
．
N
§
ミ
ミ
に
対
し
て
患
誠
を
呼
び
か
け
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
集
合
を
命
じ
た
と
き
、

　
　
シ
リ
ア
軍
の
将
シ
ャ
ム
ド
ゥ
ー
ン
ω
げ
p
語
留
口
、
ア
ブ
ル
・
ム
ギ
！
ラ
諺
げ
¢
、
W
ζ
¢
σ
q
訂
＄
、
ア
ブ
ー
・
ウ
マ
イ
ラ
諺
ぴ
口
、
d
B
画
泣
p
ら
が
い

　
　
ち
は
や
く
駆
け
つ
け
、
フ
ァ
ド
ル
か
ら
資
金
を
与
え
ら
れ
た
（
羅
ρ
圃
ρ
δ
ρ
δ
O
）
。

　
ニ
　
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
市
内
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
は
「
フ
ァ
ド
ル
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
対
し
て
シ
リ
ア
軍
臨
N
匙
顕
曳
ミ
を
優
遇
し
て
い

　
　
る
」
と
不
満
を
述
べ
て
い
る
（
響
ρ
H
ρ
5
①
）
。

　
三
　
タ
サ
ー
ス
の
戦
い
で
は
じ
め
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
を
破
っ
た
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
軍
は
暮
N
ミ
摯
猟
ミ
と
い
う
（
沁
呂
ρ
一
零
）
。

　
四
　
タ
サ
ー
ス
の
戦
い
で
戦
死
し
た
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
軍
の
指
揮
官
の
ひ
と
り
は
シ
リ
ア
軍
の
ヒ
ム
ス
怪
霧
（
円
ヨ
①
。
。
9
）
軍
団
の
諺
ぴ
β
、
一
－
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》
ω
≦
巴
で
あ
る
（
詔
ρ
だ
＆
。
。
）
。

　
五
　
シ
リ
ア
軍
の
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
．
〉
雪
げ
■
ζ
億
．
鯛
乱
釜
は
バ
ス
ラ
軍
の
ナ
ド
ル
巴
－
茗
鋤
費
す
橿
Q
於
と
と
も
に
、
カ
ー

　
　
ビ
ス
ρ
讐
冨
（
日
8
巷
Φ
）
に
進
ん
だ
中
央
政
府
の
使
者
ヤ
ク
テ
ィ
ー
ン
鴫
p
£
冒
（
後
出
）
に
合
流
し
た
（
図
き
ぢ
δ
O
）
。

　
タ
ー
リ
ビ
ー
は
こ
の
騒
乱
の
意
味
を
ま
っ
た
く
理
解
で
き
ず
に
、
ア
ラ
ブ
と
イ
ラ
ン
人
の
争
い
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
解
釈
を
し
て
い

③る
。
長
い
平
和
を
破
っ
た
反
乱
の
原
因
は
、
根
本
的
に
は
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
が
ロ
ー
マ
の
穀
倉
で
あ
り
、
帝
国
の
中
で
も
都
市
化
が
非
常
に

進
ん
だ
地
域
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
面
積
が
小
さ
く
、
良
好
な
土
地
が
狭
駐
で
、
し
た
が
っ
て
、
税
収
が
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
か
っ

　
　
　
　
　
④

た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
支
配
層
と
し
て
の
ア
ラ
ブ
は
あ
い
つ
ぐ
大
量
流
入
に
よ
り
土
地
や
税
収
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
の
諸
総
督
は
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
っ
た
シ
リ
ア
軍
と
バ
ス
ラ
軍
を
、
そ
れ

以
前
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
入
っ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
よ
り
も
優
遇
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
不
満
を
懐
柔
し
て
い
た
が
、
フ
ァ
ド
ル
は
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
代
官
に
任
命
し
た
甥
、
ム
ギ
ー
ラ
塾

ζ
¢
σ
q
訂
罠
ヴ
O
d
冴
ご
げ
．
幻
鋤
を
昼
を
通
じ
て
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
駐
留
軍
に
対
す
る
給
与
割
増
金
毯
N
醸
を
廃
止
し
（
》
げ
げ
鋤
H
ミ
）
、
給
与
を
減
額
し

　
　
　
　
　
⑤

た
（
園
9
臼
ρ
δ
㎝
）
。
こ
の
た
め
、
ト
ゥ
！
ヌ
ス
軍
は
フ
ァ
ド
ル
に
反
発
し
て
前
総
督
ナ
ス
ル
を
支
持
し
、
そ
の
結
果
、
フ
ァ
ド
ル
に
圧
迫
さ
れ

た
と
い
う
（
〉
け
『
同
H
　
一
ω
①
）
。

　
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
が
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
占
領
し
て
、
フ
ァ
ド
ル
を
殺
し
、
ナ
ス
ル
を
含
め
て
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
一
族
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
追
放

し
た
（
．
H
象
劉
。
。
？
。
。
身
毫
帥
旨
⑩
b
。
一
≧
臣
冨
刈
雪
げ
げ
騨
＝
。
。
φ
。
。
鱒
）
こ
と
に
対
し
て
、
シ
リ
ア
軍
の
将
、
シ
ャ
ム
ド
ゥ
ー
ン
や
ア
ブ
ル
・
ム

ギ
ー
ラ
が
抵
抗
し
た
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
ミ
ー
ラ
駕
臨
p
（
ζ
臨
Φ
＜
Φ
）
の
マ
ー
リ
ク
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ム
ン
ジ
ル
ζ
片
目
即
げ
●
巴
－
ζ
自
爵
ぱ
開

国
志
げ
団
と
ウ
ル
ブ
ス
鋤
磨
φ
魯
蕊
（
》
H
一
び
ロ
。
。
）
の
フ
ァ
ッ
ラ
ー
フ
乱
読
9
1
樹
び
．
．
》
σ
創
餌
r
幻
魯
導
習
鳥
笛
囚
巴
倒
．
H
が
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
進
撃
し
、
ア
ブ

ダ
ワ
イ
フ
の
支
持
派
を
敗
っ
て
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
占
領
し
た
（
日
9
冨
隣
①
ω
ρ
〉
慶
H
二
。
。
メ
結
了
≦
爵
期
Φ
サ
ぴ
。
一
》
げ
げ
鐸
H
。
。
①
）
。

　
マ
ー
リ
ク
は
ヒ
ム
ス
軍
団
に
属
す
る
シ
リ
ア
軍
の
将
で
あ
り
（
》
げ
げ
9
1
「
同
o
O
蒔
”
Q
Q
①
）
、
ヒ
ム
ス
軍
団
、
デ
ィ
マ
シ
ス
ク
U
ぎ
器
嘗
（
U
馨
霧
。
諺
）
45　（823）



軍
団
で
も
っ
と
も
膚
力
な
部
族
集
団
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
時
代
以
来
シ
リ
ア
に
土
着
し
て
い
た
カ
ル
ブ
囚
巴
ぴ
族
に
属
す
る
。
一
方
、
フ
ァ
ッ

ラ
ー
フ
は
征
服
時
に
イ
エ
メ
ン
団
二
日
き
か
ら
シ
リ
ア
に
移
っ
て
き
た
ヒ
ム
ヤ
ル
樫
白
《
費
系
ズ
ル
・
カ
ラ
ー
U
げ
就
一
－
図
既
倒
．
族
の
出
身
で
、

イ
エ
メ
ン
出
身
者
が
多
い
デ
ィ
マ
シ
ュ
ク
軍
団
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
ウ
マ
イ
や
朝
這
出
の
一
二
一
二
／
七
四
一
年
、
ベ
ル
ベ
ル

の
反
乱
鎮
圧
に
派
遣
さ
れ
た
シ
リ
ア
軍
は
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
ベ
ル
ベ
ル
叛
徒
を
一
掃
し
た
あ
と
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
場
合
と
同
様
、
軍
団

別
に
各
地
に
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
ヒ
ム
ス
軍
団
は
ミ
ー
ラ
に
、
デ
ィ
マ
シ
ュ
ク
軍
団
は
ウ
ル
ブ
ス
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ

⑥う
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
の
一
五
五
／
七
七
工
女
に
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
指
導
下
の
イ
バ
ー
ド
派
の
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
ヤ
ズ
ィ
ー

ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
シ
リ
ア
軍
も
、
同
じ
軍
団
が
ウ
マ
イ
や
朝
末
期
に
定
着
し
た
と
こ
ろ
に
定
着
し
、
軍
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

古
い
定
着
者
か
ら
土
地
の
一
部
を
奪
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
や
や
誇
張
し
て
、
古
い
シ
リ
ア
軍
は
兵
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
臣
民
ミ
ず
黛
の
地
位

に
落
と
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
（
O
q
轡
則
《
餌
蒔
一
）
。

　
シ
リ
ア
軍
は
バ
ス
ラ
軍
と
と
も
に
、
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
以
来
、
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
の
総
督
を
支
え
、
特
権
的
な
地
位
に
あ
っ
た
。
か
れ
ら
が
ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
軍
に
よ
る
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
政
権
の
転
覆
に
反
発
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
争
い
が
本
質
的
に
は
土
地
、
税
収
な
ど
征
服
の
果
実
の

争
奪
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
占
領
し
た
シ
リ
ア
軍
が
た
だ
ち
に
付
近
の
農
村
を
略
奪
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
結
局
、
ト

ゥ
ー
ヌ
ス
に
退
い
て
い
た
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
が
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
進
撃
し
、
タ
サ
ー
ス
の
戦
い
で
マ
ー
リ
ク
を
敗
死
さ
せ
、
ウ
ル
ブ
ス
に
後
退
し

た
シ
リ
ア
軍
に
対
し
、
ハ
ン
マ
ー
ド
掴
9
。
ヨ
ヨ
＆
ぴ
．
》
げ
矧
掴
ゆ
ヨ
臼
説
を
派
遣
し
た
（
認
£
ρ
8
⑩
ふ
O
）
。

　
シ
ャ
ム
ド
ゥ
ー
ン
、
ア
ブ
ー
・
ウ
マ
イ
ラ
、
ア
ブ
ル
・
ム
ギ
ー
ラ
、
フ
ァ
ッ
ラ
ー
フ
な
ど
ウ
ル
ブ
ス
に
後
退
し
た
シ
リ
ア
軍
が
救
援
を
要
請

し
た
相
手
が
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
の
ザ
ー
ブ
代
官
ア
ラ
ー
・
イ
ブ
ン
・
サ
イ
ー
ド
．
〉
賊
．
げ
．
ω
鋤
、
廷
ぴ
“
竃
震
≦
理
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
ア

ラ
ー
は
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
と
ラ
ウ
フ
の
時
代
に
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
B
鴛
倒
げ
¢
ぎ
ω
（
↓
昔
。
瀞
）
代
官
を
努
め
た
（
即
⇔
ρ
ぢ
お
ρ
お
Φ
）
あ
と
、
ナ
ス
ル
と
フ

ァ
ド
ル
に
よ
っ
て
ザ
！
ブ
代
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
（
器
ρ
同
ρ
置
。
。
仏
㎝
O
）
。
要
請
を
受
け
た
ア
ラ
ー
は
辺
境
の
兵
及
び
宥
和
し
て
い
た
ベ
ル
ベ

ル
の
一
部
を
率
い
て
（
渕
譜
だ
6
邸
）
、
ウ
ル
ブ
ス
で
シ
リ
ア
軍
と
合
流
し
た
（
沁
避
同
ρ
一
①
ρ
》
げ
び
鍵
H
。
。
刈
）
。
こ
の
あ
と
、
ザ
ー
ブ
地
方
で
は
、
こ
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の
地
方
の
か
っ
て
の
代
官
で
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
に
も
な
っ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
ア
グ
ラ
プ
巴
－
諺
α
q
鉱
p
げ
げ
．
G
Q
餌
目
日
び
．
．
》
ρ
ρ
旺
（
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ミ
ー
ム
日
帥
自
ヨ
族
）
の
子
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
H
訂
9
1
訂
ヨ
げ
』
〒
〉
α
q
匡
呂
が
残
さ
れ
た
兵
を
ま
と
め
て
秩
序
を
維
持
し
た
も
の
と
、
タ
ー
リ
ビ
i

　
　
　
　
　
　
⑨

は
推
測
し
て
い
る
。

　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
カ
リ
フ
、
ラ
シ
ー
ド
国
造
雪
鋤
〒
”
器
げ
H
畠
と
バ
ル
マ
ク
じ
d
費
白
革
家
の
宰
相
鑓
§
㌣
、
ヤ
フ
ヤ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
リ
ド

団
喜
鴇
げ
図
訂
岸
伍
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
占
領
後
、
中
央
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
主
将
ハ
ル
サ
マ
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
ヤ
ン

国
舞
爵
p
三
唱
げ
・
諺
、
団
鎚
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
派
遣
し
た
。
こ
の
人
事
は
明
ら
か
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
を
戦
争
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

人
的
関
係
や
利
益
供
与
を
通
じ
て
反
乱
を
や
め
る
よ
う
に
説
得
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
推
測
と
は
違
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ハ
ル
サ
マ
軍
は
小
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ハ
ル
サ
マ
は
バ
ル
追
切
舘
嚇
地
方
（
リ
ビ
ア
北
東
部
）
の
ア
ジ
ュ
ダ
ー
ビ
ー
ヤ
》
昏
倒
げ
H
ぢ
に

と
ど
ま
り
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
．
ン
軍
の
革
命
期
の
最
高
指
導
者
ア
ブ
i
・
ム
ス
リ
ム
諺
σ
q
寓
¢
ω
躍
巴
の
僚
友
で
あ
っ
た
イ
ラ
ン
系
の
マ
ウ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

（
日
p
げ
鋤
国
回
一
〇
Q
o
・
》
け
げ
円
居
｝
ω
G
o
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ
）
、
ヤ
ク
テ
ィ
ー
ン
の
異
名
を
も
つ
や
フ
ヤ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ム
ー
サ
ー
引
過
展
げ
．
ζ
劃
路
を
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
派
遣

し
て
ホ
ラ
ー
サ
イ
ン
軍
の
説
得
を
試
み
た
。
ヤ
ク
テ
ィ
ー
ン
は
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
の
説
得
に
は
失
敗
し
た
が
、
カ
テ
ィ
ー
ア
愈
騎
ぎ
（
カ
リ
フ
が
国

有
地
の
中
か
ら
授
与
す
る
土
地
）
供
与
の
約
束
な
ど
を
通
じ
て
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
ァ
ー
ル
ス
ィ
ー
を
は
じ
め
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
大
き
な
部
分
を

ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
か
ら
離
反
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
、
ウ
ル
ブ
ス
か
ら
進
撃
し
て
き
た
ア
ラ
ー
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
は
、
タ

ラ
ー
ブ
ル
ス
か
ら
カ
ー
ビ
ス
に
進
ん
だ
ハ
ル
サ
マ
の
前
に
降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
か
れ
は
バ
グ
ダ
ー
ド
に
送
ら
れ
た
が
、
ラ
シ
ー
ド
に
よ

っ
て
厚
遇
さ
れ
た
と
い
う
（
国
お
ち
δ
愛
野
累
信
≦
避
昌
O
ω
－
伸
、
髭
冨
筒
。
。
。
。
一
≧
冨
H
H
ω
？
ρ
諺
げ
げ
響
H
。
。
♪
。
。
メ
月
9
σ
鼠
①
。
。
〇
一
下
伽
、
名
げ
日
6
自
凝
、
慧
§

鱒
Φ
Q
。
－
ρ
囚
訂
甑
帥
駆
①
直
）
o

　
こ
う
し
て
、
　
七
九
年
ラ
ビ
ー
第
二
月
一
日
／
七
九
五
年
六
月
二
四
日
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
入
っ
た
ハ
ル
サ
マ
は
、
す
べ
て
の
ア
ラ
ブ
に
ア

マ
ー
ン
犠
ミ
§
（
大
赦
）
を
与
え
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
と
シ
リ
ア
軍
の
平
等
を
認
め
る
形
で
、
し
か
し
、
事
実
上
は
給
与
の
不
削
減
や
土
地
供

与
な
ど
を
通
じ
て
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
優
位
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
に
よ
ら
ず
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
を
平
定
し
た
（
寄
ρ
だ
δ
。
。
）
。
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ま
た
、
ハ
ル
サ
マ
は
、
タ
フ
ー
ザ
日
轡
鼠
げ
鋤
（
↓
げ
拶
げ
β
傷
Φ
O
q
o
）
に
拠
っ
て
ザ
ー
ブ
地
方
を
事
実
上
支
配
し
て
い
た
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
を
ザ
ー
ブ

代
官
に
任
命
し
、
し
か
も
現
地
の
兵
の
給
与
の
一
部
を
送
付
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
よ
う
で
あ
る
（
ゆ
p
国
営
鰻
掴
。
。
。
。
。
－
会
≧
訂
H
一
。
。
ρ
．
鍵
§
ω
o
N
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

タ
ー
リ
ビ
ー
は
給
与
の
財
源
を
中
央
政
府
か
ら
の
補
鎭
と
推
測
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
ま
た
は
エ
ジ
プ
ト
の
税
収
か
ら
負

担
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

①
証
薫
も
鳥
。
。
・

②
劉
9
8
ρ
い
ミ
§
§
ぎ
き
警
§
§
ミ
N
ミ
§
毫
§
ミ
§
凡
息
。
N
登
○
§
・

　
げ
ユ
山
α
q
P
お
。
。
一
曽
竈
．
一
一
〇
よ
　
、
》
匹
叫
7
諺
目
Φ
Φ
門
5
げ
傷
望
×
8
甲
§
恥
§
書
糺

　
ミ
§
ぎ
紺
融
，
c
◎
勲
爵
率
誤
一
リ
コ
り
い
。
口
山
。
炉
慧
．
一
お
『
N

③
即
羨
も
唱
・
刈
P
。
。
ρ

④
　
現
在
（
一
九
九
六
年
）
で
も
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
国
土
が
比
較
的
開
発
さ
れ
て
い

　
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
口
九
百
万
程
度
で
、
未
開
発
地
が
多
い
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

　
モ
ロ
ッ
コ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
千
万
に
近
い
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
穀
作
の
適
地
は
メ
ジ
ェ

　
ル
ダ
竃
Φ
＆
Φ
誌
国
（
ω
効
α
q
鑓
匹
霧
）
川
流
域
の
狭
駐
な
地
に
限
ら
れ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

　
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
の
穀
倉
と
な
っ
た
の
も
、
生
産

　
に
比
し
て
人
口
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
（
輸
嵐
量
は
生
産
量
の
一
割
あ
ま
り
）
。

　
ま
た
、
多
く
の
都
市
の
繁
栄
は
オ
リ
ー
ヴ
栽
培
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
常
識
鑓
艮
（
巴
．
）
”
毎
日
題
§
。
ミ
時
襲
ミ
遷
駄
キ
ミ
§
㌧
沁
。
ミ
牽
く
。
鼠
甲
累
Φ
毛

　
｝
①
H
ω
①
ざ
一
㊤
㎝
P
署
．
ω
Φ
凸
一
「

⑤
↓
p
崖
も
．
刈
。
。
・

⑥
余
部
「
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
」
五
六
頁
…
↓
p
景
も
唱
．
刈
？
c
。
ρ

⑦
余
部
、
六
四
頁
。

⑧
ア
グ
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
余
部
、
石
工
頁
参
照
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
そ
の
兄

　
弟
た
ち
は
父
の
戦
死
後
、
エ
ジ
プ
ト
に
移
り
、
そ
こ
の
軍
入
給
与
支
給
庁
ミ
§
§

　
か
ら
給
与
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
グ
ラ
ブ
の
兄
弟
ス
フ
ヤ
ー
ン
の
孫
サ
ー

　
リ
ム
・
イ
ブ
ン
・
サ
ワ
ー
ダ
は
一
六
四
／
七
八
○
年
エ
ジ
プ
ト
総
督
に
な
っ
た

　
（
H
（
一
口
縣
國
一
艀
O
｝
同
四
σ
Q
ゲ
囲
団
げ
一
H
山
H
膳
O
）
。
し
か
し
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
一
七
四
／

　
七
九
〇
年
、
給
与
打
ち
切
り
に
抗
議
し
て
税
務
長
官
を
襲
い
、
新
総
督
、
ム
ハ
ッ

　
ラ
ブ
家
の
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
U
倒
．
醐
匹
σ
■
尾
勉
N
凱
に
よ
っ
て

　
追
放
さ
れ
、
ザ
ー
ブ
地
方
に
亡
命
し
た
（
日
山
α
q
犀
曲
げ
蹄
餅
圃
♪
刈
9
じ
d
巴
側
煙
霞
H

　
N
ω
し
。
一
団
鋤
．
ρ
劃
ぴ
門
堕
日
自
紳
図
9
ρ
円
ρ
ミ
メ
．
毘
薮
識
Φ
N
》
げ
げ
騨
H
⑩
ω
）
。
た
だ
、
か

　
れ
が
ザ
ー
ブ
に
来
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

⑨
凝
匿
も
．
⑩
。
。
’

⑩
国
．
密
呂
巴
ざ
§
馬
§
忌
き
貯
砺
ミ
ミ
§
ぎ
黄
ビ
。
薮
。
望
6
。
。
ジ
℃
」
O
G
。
’

⑪
日
鋤
疑
も
・
c
。
ド

⑫
畷
謝
嘗
と
は
ペ
ル
シ
ア
語
の
9
惑
き
（
ひ
と
つ
の
信
仰
）
に
由
来
す
る
と
い

　
う
。
か
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
》
巨
訂
ヨ
色
白
”
．
露
国
ω
δ
α
q
ω
o
｛

　
四
7
乏
倒
。
。
舵
、
聞
9
N
§
跨
§
毎
隷
ミ
跨
顛
防
§
望
ミ
ミ
9
嬢
ミ
憩
ミ
賊
§
§
瀞
§
o
ミ
駄
等
。
・

　
瀞
§
、
b
§
ミ
出
覧
§
し
Φ
2
隆
§
し
Φ
。
。
①
曽
署
㎝
り
め
ρ
Φ
ω
や
つ
．
c
。
ω
b
。
8

　
一
〇
Φ
　
ω
9
凱
》
巨
H
＞
ユ
。
旨
鴛
9
．
．
↓
冨
王
后
ω
o
＝
冨
同
日
餌
ヨ
簿
Φ
舞
鳥
聾
Φ
一
亭

　
ω
鼻
三
δ
昌
。
｛
0
8
巳
雛
郎
o
p
ぎ
同
≦
Φ
τ
Φ
「
ω
臣
冨
ヨ
、
、
w
討
§
謹
ミ
執
§
ミ
§
袋
ミ
ミ
駄

　
手
占
織
線
勲
国
§
跨
卜
。
Q
。
（
一
〇
〇
①
）
も
℃
マ
お
一
ふ
窃
甲
Φ
ω
や
マ
畠
卜
。
．

⑬
凝
臣
も
．
δ
伊
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ニ
　
タ
ン
マ
ー
ム
・
イ
ブ
ン
・
タ
ミ
ー
ム
の
反
乱

イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
タ
ー
リ
ビ
ー
は
ハ
ル
サ
マ
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
を
抑
え
る
こ
と
に
失
敗
し
た
た
め
、
自
ら
辞
職
し
た
と
し
て
い
る
。
事
実
は
そ
う

で
は
な
く
、
中
央
政
府
の
主
将
と
し
て
の
責
務
を
も
つ
ハ
ル
サ
マ
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
当
面
の
情
勢
が
安
定
化
す
る
の
を
待
っ
て
、
工
年
あ

ま
り
の
滞
在
の
あ
と
、
一
八
一
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
七
九
七
年
一
一
月
、
新
た
に
送
ら
れ
て
来
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
で
、
ラ
シ
ー
ド
や
バ

ル
マ
ク
家
と
関
係
が
深
い
（
幻
9
。
禽
ρ
日
①
P
＞
げ
げ
渕
H
。
。
Φ
）
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
ζ
魯
p
ヨ
ヨ
巴
げ
．
ζ
β
ρ
似
岳
ぴ
．
掴
累
日
白

鷺
L
》
算
回
に
総
督
職
を
譲
っ
て
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
帰
還
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
下
露
だ
頴
。
。
も
ρ
窯
睾
避
議
Φ
甲
ρ
≧
耳
一
ω
ρ
顧
合

、
匡
冨
隣
。
。
ρ
冒
冨
馬
①
麟
［
〉
閏
一
。
。
O
］
　
団
9
．
名
9
日
禽
押
国
冨
甑
鋤
日
誌
）
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
か
ら
独
立
し
た
ザ
ー
ブ
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

督
に
な
っ
た
の
は
こ
の
と
き
の
よ
う
で
あ
る
（
菊
聲
3
H
刈
？
。
。
）
。
こ
れ
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
西
部
の
テ
ィ
ー
ハ
ル
ト
↓
跨
畳
に
拠
っ
た
イ

バ
ー
ド
派
の
ル
ス
タ
ム
図
星
欝
天
朝
と
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
フ
ァ
ー
ス
屑
習
（
フ
ェ
ズ
頴
ω
）
に
拠
っ
た
ア
リ
ー
家
の
王
を
戴
く
イ
ド
リ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

H
曄
回
ω
朝
と
い
う
、
事
実
上
の
ベ
ル
ベ
ル
勢
力
が
成
長
し
、
ザ
！
ブ
方
面
の
防
衛
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
三
／
七
九
九
年
、
新
総
督
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
に
対
し
て
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
代
官
タ
ン
マ
1
ム
・
イ
ブ
ン
・
タ
ミ
ー
ム
日
餌
臼
旨
則
日

ぴ
．
↓
p
臼
団
ヨ
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
か
れ
は
タ
ミ
ー
ム
族
に
属
し
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
遠
縁
に
あ
た
る
（
》
げ
び
田
H
り
一
）
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
兵

戦
ぎ
ミ
で
あ
り
（
H
（
げ
⇔
一
同
臨
餌
卜
①
鼻
）
、
父
の
と
き
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
に
従
っ
て
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
っ
て
来
た
（
≧
冨
乙
卜
。
　
〉
げ
げ
騨
一
⑩
卜
。
）
。

学
者
列
伝
作
家
ア
ブ
ル
・
ア
ラ
ブ
は
か
れ
の
曾
孫
に
あ
た
る
（
．
H
爵
騨
H
Φ
ρ
諺
び
訂
二
。
。
P
8
）
。
こ
の
反
乱
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
§
N
§
袋
誌
勉
§

と
シ
リ
ア
軍
寒
N
匙
摯
斜
．
§
を
主
体
と
し
て
い
た
こ
と
は
次
の
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。

　
一
　
反
乱
を
始
め
た
ム
ッ
ラ
冨
賛
罠
び
．
ζ
鼻
閏
巴
巴
巴
－
》
N
研
は
フ
ァ
ッ
ラ
ー
フ
に
扇
動
さ
れ
た
シ
リ
ア
軍
と
ホ
ラ
！
サ
ー
ン
軍
に
よ
っ

　
　
て
指
導
者
に
擁
立
さ
れ
、
一
部
の
ベ
ル
ベ
ル
を
も
結
集
し
た
。
結
局
、
か
れ
は
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
が
派
遣
し
た
軍
の
前
に
敗
死
し

　
　
た
（
図
呂
β
H
刈
9
＞
静
牌
窃
舟
》
げ
σ
鍵
H
Φ
O
山
）
。
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ニ
　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
代
官
タ
ン
マ
ー
ム
が
市
内
の
シ
リ
ア
軍
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
忠
誠
の
誓
い
を
受
け
て
、
反
乱
を
起
こ
し
、
一
八
三
年
ラ

　
　
マ
ダ
ー
ン
月
／
七
九
九
年
十
月
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
進
撃
し
、
こ
れ
を
占
領
し
た
（
図
鋤
ρ
だ
嵩
ρ
諺
げ
げ
副
H
。
。
Φ
）
。

　
三
　
タ
ン
マ
ー
ム
の
支
持
者
の
申
に
は
、
ア
ブ
ダ
ワ
イ
フ
の
反
乱
に
も
協
力
し
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
指
揮
官
タ
バ
キ
！
．
〉
げ
げ
倒
ω
鋤
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
月
聾
蝉
ρ
回
や
ジ
ュ
ル
ー
デ
ィ
ー
、
H
。
。
瑚
げ
噛
く
雷
鼠
麟
こ
巳
口
留
ら
が
い
た
（
渕
。
ρ
だ
一
謡
）
。

　
反
乱
の
主
な
原
曲
は
、
イ
ブ
ン
・
ム
斜
地
テ
ィ
ル
が
中
央
政
府
の
意
を
受
け
て
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
財
政
補
助
金
を
削
減
す
る
た
め
、
も
し
く

は
ザ
ー
ブ
の
ア
ラ
ブ
軍
の
給
与
の
財
源
確
保
の
た
め
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
お
け
る
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
軍
の
給
与
を
カ
ッ
ト
し
た

避
ミ
鷺
．
匙
§
§
ミ
銭
卜
緊
、
§
蹴
こ
と
（
響
ρ
だ
ミ
O
）
で
あ
る
。
タ
ー
リ
ビ
！
は
、
同
じ
こ
ろ
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
エ
ジ
プ
ト
諸
総
督
が
デ
ル
タ

東
部
ハ
ウ
フ
傾
鋤
鼠
地
方
の
ア
ラ
ブ
入
植
者
の
土
地
に
対
し
て
課
税
す
る
政
策
を
採
っ
て
、
反
乱
を
招
い
た
（
月
9
訂
隣
①
N
Q
－
ω
ρ
塔
鼠
二
①
？
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

H
①
①
－
メ
6
価
α
Q
鼠
薯
鋳
。
。
メ
一
陣
）
こ
と
か
ら
、
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
軍
か
ら
土
地
を
没
収
し
よ
う
と
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

類
推
し
た
が
、
タ
ー
リ
ビ
ー
の
史
料
の
読
み
方
や
解
釈
に
は
大
き
な
無
理
が
あ
る
。
し
か
も
、
ア
ラ
ブ
が
征
服
の
ず
っ
と
あ
と
に
土
地
を
獲
得

し
た
エ
ジ
プ
ト
と
違
っ
て
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
で
は
ア
ラ
ブ
兵
が
土
地
を
も
つ
の
は
征
服
当
初
以
来
の
慣
行
で
あ
り
、
基
本
的
な
特
権
で
あ
る
。

こ
の
私
有
地
に
課
税
、
増
税
あ
る
い
は
税
の
捕
捉
を
行
う
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る
が
、
反
乱
の
場
合
を
除
い
て
、
没
収
は
あ
り
え
な

い
。
こ
の
場
合
、
明
ら
か
に
、
総
督
は
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
駐
留
軍
の
給
与
を
削
減
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ

ル
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
シ
チ
リ
ア
総
督
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
と
の
友
好
を
維
持
す
る
た
め
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
武
器
、
鉄
、
銅
な
ど
の
軍

事
物
資
を
供
給
し
（
《
9
1
ζ
寄
一
命
）
、
こ
れ
ら
の
政
策
に
対
す
る
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
、
人
々
の
蓉
敬
あ
つ
い
禁
欲
主
義
者
パ
フ
ル
ー
ル

会
式
巨
げ
昏
倒
ω
霞
傷
を
処
刑
し
た
こ
と
（
寄
身
ρ
δ
⑩
山
ρ
《
鑑
町
H
心
鱒
）
は
、
一
層
、
か
れ
に
対
す
る
反
発
に
油
を
注
ぐ
結
果
に
な
り
、
カ
イ
ラ

ワ
ー
ン
で
は
法
学
者
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ッ
ル
ー
フ
、
》
ぴ
μ
巳
一
群
げ
．
閃
聖
旨
軍
を
中
心
と
し
た
蜂
起
計
画
さ
え
生
じ
た
（
．
触
目
鋤
ぴ
　
H
O
り
）
。

　
タ
ン
マ
ー
ム
が
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
と
シ
リ
ア
軍
を
率
い
て
カ
イ
ラ
ワ
！
ン
に
進
撃
す
る
と
、
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
は
簡

単
に
降
伏
し
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
に
後
退
し
た
。
し
か
し
、
ザ
ー
ブ
総
督
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
こ
れ
に
強
く
反
発
し
、
逃
れ
て
来
た
ハ
ン
マ
ー
ド
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や
シ
リ
ア
軍
の
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
な
ど
を
集
め
た
。
か
れ
は
ザ
ー
ブ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
イ
ム
ラ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム

ジ
ャ
ー
リ
ド
寛
仁
賊
口
げ
■
謀
ε
良
馬
げ
．
楓
鋤
N
回
偶
を
先
鋒
と
し
て
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
進
撃
し
、
タ
ン
マ
ー
ム
を
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
後
退
さ
せ
、
タ

ラ
ー
ブ
ル
ス
か
ら
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
を
総
督
と
し
て
迎
え
入
れ
た
（
幻
餌
臼
ρ
一
戸
？
一
癖
。
。
卜
。
φ
園
¢
≦
長
追
④
？
メ
．
髭
訂
馬
。
。
⑩
め
9
》
五
三
＝
隠
一

》
げ
げ
騨
H
O
Q
Φ
）
。

　
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
敏
感
に
反
応
し
た
の
は
、
ザ
ー
ブ
地
方
に
大
量
に
駐
留
す
る
兵
の
給
与
の
財
源
と
し
て
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
兵
の
特
権
削

減
に
死
活
的
な
利
害
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
ザ
ー
ブ
で
挙
兵
し
た
と
き
、
遠
征
費
用
の
財
源
に
苦
慮
し
、

地
方
の
商
人
に
貸
し
付
け
を
強
制
し
よ
う
と
し
た
（
認
ρ
ぢ
あ
O
）
。
こ
う
し
て
、
争
い
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
内
部
で
の
ザ
ー
ブ
軍
と
ト
ゥ
ー
ヌ

ス
軍
の
給
与
の
奪
い
合
い
の
様
相
を
濃
く
し
た
。

　
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
軍
の
多
く
が
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
の
復
帰
に
不
満
を
示
す
と
、
タ
ン
マ
ー
ム
が
再
度
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
か
ら
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン

に
進
撃
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
タ
サ
ー
ス
で
再
び
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
の
連
合
軍
に
敗
れ
て
、
ア
マ
ー
ン

黛
§
§
（
大
赦
）
供
与
を
条
件
に
降
伏
し
た
。
敗
れ
た
タ
ン
マ
ー
ム
や
ジ
ュ
ル
ー
デ
ィ
ー
、
タ
バ
キ
ー
ら
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍

の
将
は
ザ
ー
ブ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
、
バ
ル
ー
ン
掴
錠
謬
と
呼
ば
れ
る
ハ
ム
ザ
・
イ
ブ
ヌ
ッ
・
サ
ッ
バ
ー
ル
掴
9
日
鑓
げ
．
ω
鶴
、
a
げ
．
鋤
r

ω
筈
げ
蹴
群
国
争
N
同
（
円
副
同
の
ニ
ス
バ
は
客
¢
≦
帥
胃
H
一
＝
）
に
よ
っ
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
連
行
さ
れ
、
マ
ト
バ
ク
ζ
黛
げ
餌
ρ
獄
に
投
獄
さ
れ
た
（
幻
避
ぢ

嵩
甲
企
H
C
。
や
仰
・
雷
電
跣
Φ
O
－
鯉
多
≦
畠
嵩
箋
－
P
》
げ
冨
二
Φ
悼
－
ω
し
O
。
。
）
。
し
か
し
、
反
乱
で
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
タ
ン
マ
ー
ム
の
兄

弟
サ
ラ
マ
ω
叉
鋤
ヨ
鶴
は
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
来
て
、
ラ
シ
ー
ド
に
厚
遇
さ
れ
、
兄
弟
の
釈
放
に
奔
走
し
た
。
実
際
、
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ユ
ル
ー
デ
ィ
ー
と
タ
バ
キ
ー
は
釈
放
さ
れ
て
中
央
政
府
で
重
用
さ
れ
た
（
知
p
2
－
ρ
旨
♪
固
。
。
メ
》
げ
訂
二
〇
も
。
”
δ
↓
－
。
。
一
≧
プ
ゴ
扇
①
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
争
い
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
内
部
で
、
ザ
ー
ブ
軍
が
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
軍
に
勝
利
す
る
形
で
終
結
し
た
。
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
な
お
バ
ル
マ
ク
家
に
頼
っ
て
総
督
職
に
と
ど
ま
ろ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ザ
ー
ブ
総
督
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
一
八
四
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー

第
二
月
一
二
日
／
八
○
○
年
六
月
九
日
、
ラ
シ
ー
ド
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
に
任
命
さ
れ
、
イ
ブ
ン
・
ム
カ
ー
テ
ィ
ル
は
バ
グ
ダ
ー
ド
に
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帰
還
し
た
（
．
§
§
。
。
O
甲
。
。
一
口
呂
則
ρ
圃
。
。
甲
9
密
旨
《
昌
一
〇
〇
－
b
。
一
．
巴
訂
鏑
⑩
N
切
既
鑑
ご
出
口
。
。
。
膳
　
＜
櫛
、
黒
雲
↓
念
一
－
卜
。
　
冒
冨
高
節
り
抜
身
陳
p
＆
鳶
上
げ
げ
理

H
り
ω
ム
）
。
ザ
ー
ブ
代
官
に
は
ハ
ム
ザ
・
イ
ブ
ヌ
ッ
・
サ
ッ
バ
ー
ル
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
ト
ゥ
ブ
ナ
に
駐
留
し
た

（
》
げ
げ
騨
障
O
が
園
譜
だ
一
。
。
刈
）
。
タ
ー
リ
ビ
ー
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
最
初
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
職
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
ザ
ー
ブ
地
方
へ
の
財
政
援
助
増
額
を
要
求
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
三
五
年
前
の
一
四
八
／
七
六
五
年
、
ザ
ー
ブ
代
宮
で

あ
っ
た
か
れ
の
父
ア
グ
ラ
ブ
が
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
に
対
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
反
乱
を
利

用
し
て
、
総
督
職
を
獲
得
し
た
こ
と
の
記
憶
か
ら
、
最
初
か
ら
総
督
職
を
ね
ら
っ
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
財
政
補
助
金
の
打
ち
切
り
に
同
意
し
、
逆
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
申
央
政
府
に
二
四
万
デ

ィ
ー
ナ
ー
ル
の
送
金
を
約
束
し
た
と
い
う
（
〈
9
、
名
賃
↓
海
卜
。
一
〉
鰹
騨
一
ま
）
。
し
か
し
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
や
ス
グ
ー
ル
日
量
σ
Q
げ
日
な
ど
、
辺
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
ど
こ
で
も
多
数
の
兵
を
擁
し
て
、
財
政
赤
字
を
中
央
や
他
州
か
ら
補
填
さ
れ
て
い
た
事
実
や
、
各
地
の
ア
ラ
ブ
が
給
与
と
し
て
分
配
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

べ
き
税
収
の
中
央
送
付
に
強
く
抵
抗
し
て
い
た
事
実
を
見
れ
ば
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
場
合
も
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
財
政
補
助
金
は
削
減
さ
れ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
税
収
を
送
付
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
タ
ー
リ
ビ
ー
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
総
督
叙
任
に
つ
い
て
の
話
を
「
王
朝
建
設
者
に
対
す
る
常
套
的
な
説
明
図
式
」
と
考
え
て
い
る
し
、
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ン
ズ
ブ
ラ
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
ー
リ
ビ
ー
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
軍
と
民
衆
の
期
待
に
そ

っ
て
、
自
ら
ラ
シ
ー
ド
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
任
命
を
願
い
出
た
と
し
、
こ
の
時
点
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
が
世
襲
的
な
総
督
支
配
下
の
事

実
上
の
「
独
立
国
」
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
が
言
う
よ
う
に
、
世
襲
的
な
権
利
と
か
自
治
的
な
体
制
と
か
い
う
こ
と
は
暗
黙
の
内

に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
史
料
に
は
ま
っ
た
く
暗
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ワ
ン
ズ
ブ
ラ
も
、
世
襲
の
話
が
後
世
の
史
料
に
の
み
登
場

す
る
こ
と
、
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
ニ
ム
．
》
単
二
賊
げ
げ
。
、
d
ヨ
践
げ
噛
○
冨
巳
白
鼠
図
償
．
亀
鵠
が
カ
ー
デ
ィ
ー
ρ
倒
曾
（
判
事
）
と
し
て
留
任
し
、
総
督
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

対
す
る
監
視
役
に
な
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
否
定
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
通
常
の
総
督
と
し
て
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
か
ら
見
れ
ば
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
諸
軍
団
に
対
す
る
抑
制
と
ベ
ル
ベ
ル
の
侵
入
に
対
す
る
防
衛
を
実
現
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す
る
能
力
を
も
ち
、
か
っ
か
な
り
名
目
上
に
し
ろ
忠
誠
を
誓
う
も
の
で
あ
る
な
ら
誰
で
も
、
総
督
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
官
僚
制
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
が
未
整
備
な
近
代
以
前
の
「
護
国
集
権
的
専
制
国
家
」
の
遠
方
の
鬼
遣
や
辺
境
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
ふ
つ

う
で
あ
っ
た
σ

①
証
筐
も
．
c
。
b
。
．

②
日
巴
σ
坤
り
署
」
8
幽

③
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ザ
ー
ブ
総
督
時
代
に
イ
ド
リ
ー
ス
一
世
を
暗
殺
し

　
（
寄
ρ
β
ミ
。
。
翻
。
。
ρ
〉
げ
び
騨
H
巳
甲
⑩
。
。
山
O
ρ
．
H
爵
劉
。
。
G
。
》
㊤
b
。
）
、
の
ち
イ
フ
リ
ー

　
キ
ー
や
総
督
に
な
っ
た
あ
と
の
一
八
六
／
八
○
二
年
、
イ
ド
リ
ー
ス
伝
世
の
有
力

　
な
支
持
者
で
あ
っ
た
マ
ト
ガ
ラ
族
長
パ
フ
ル
ー
ル
を
寝
返
ら
せ
、
イ
ド
リ
ー
ス
ニ

　
世
を
和
平
締
結
に
追
い
込
ん
だ
と
さ
れ
る
（
国
拶
β
ρ
δ
ρ
賭
β
≦
曙
昌
δ
ρ

　
≧
百
ヨ
9
円
巴
甑
ω
謹
よ
）
。
タ
ー
リ
ビ
ー
（
マ
δ
ω
り
き
審
卜
。
も
や
ω
①
⑩
も
ト
。
）

　
は
イ
ド
リ
ー
ス
一
世
の
名
が
刻
印
さ
れ
た
貨
幣
が
一
七
九
年
ま
で
つ
づ
き
、
一
八

　
○
年
以
後
に
イ
ド
リ
ー
ス
ニ
世
の
名
に
な
る
こ
と
を
根
拠
に
、
暗
殺
を
諸
年
代
記

　
の
年
代
よ
り
遅
い
一
七
九
年
、
す
な
わ
ち
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
ザ
ー
ブ
代
官
任

　
同
工
の
こ
と
と
し
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
疇
殺
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
肯
定
し
て

　
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ン
ズ
ブ
ラ
（
唱
」
①
刈
）
は
、
こ
の
暗
殺
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ

　
を
イ
バ
ー
ド
派
や
シ
ー
ア
派
に
対
す
る
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
辺
境
と
す
る
一
般
的
な

　
図
式
に
沿
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
暗
殺
事
件
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
。

④
竃
＆
（
曜
蝋
ρ
醐
け
　
く
O
一
．
b
⊃
－
　
一
α
①
）
と
再
出
信
（
蜜
ρ
謬
♂
ω
曽
き
8
c
。
し
ぎ

　
ω
嗣
げ
げ
倒
軒
の
專
亀
愚
貸
ヤ
“
ゑ
§
を
引
用
）
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
地
名
で
あ
る
。

⑤
森
本
公
誠
四
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
エ
ジ
プ
ト
税
制
史
の
研
究
隔
岩
波
書
店
、
一

　
九
七
五
年
、
一
八
一
－
二
頁
。

⑥
↓
鋤
9
や
。
。
μ
き
器
ピ
ミ
慧
崎
を
給
与
の
か
わ
り
に
土
地
財
産
と
読
み
、

　
貯
ミ
醤
球
を
削
減
の
か
わ
り
に
没
収
と
読
む
。

⑦
ジ
ュ
ル
ー
デ
ィ
ー
は
ア
・
・
宇
ン
帥
7
＞
舅
冒
と
マ
ー
ム
ー
ン
餌
7
窓
p
．
日
國
の
内

　
乱
で
は
ア
ミ
ー
ン
側
で
戦
い
（
日
雪
げ
鋤
H
回
り
一
b
D
一
ω
）
、
マ
ー
ム
t
ン
の
勝
利
後
は
今

　
度
は
マ
ー
ム
ー
ン
の
将
と
し
て
メ
ッ
カ
や
イ
ラ
ク
南
部
で
反
乱
軍
と
戦
う
よ
う
に

　
な
る
（
日
帥
げ
胃
回
Φ
c
。
9
り
⑩
一
－
O
レ
O
O
G
。
し
O
N
Φ
）
。
か
れ
は
二
＝
二
／
八
二
九
年
に

　
は
エ
ジ
プ
ト
総
督
（
区
ぎ
留
卜
。
O
c
o
甲
6
餌
σ
q
げ
議
げ
騨
留
N
O
幽
）
に
も
な
っ
た
。

⑧
日
帥
薫
も
や
＝
や
伊

⑨
日
帥
華
甲
署
．
一
8
－
N

⑩
閏
．
〉
旨
魯
①
（
余
部
福
三
）
り
8
冨
Φ
ヨ
2
α
q
魯
8
駄
〔
冨
、
〉
喜
倒
ω
賦
。
餌
ξ
冨
貫

　
囚
団
0
8
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
し
O
⑩
O
り
℃
」
O
ρ
余
部
福
三
「
ラ
シ
ー
ド
・

　
マ
ー
ム
ー
ン
の
ビ
ザ
ン
ツ
辺
境
政
策
」
咽
人
文
自
然
科
学
論
集
隔
　
一
〇
五
号
、
　
一

　
九
九
八
年
、
一
工
八
頁
。

⑪
円
亀
目
Φ
を
曽
．
．
爵
Φ
田
§
舞
凱
お
く
。
ζ
δ
p
ぎ
匠
帥
邑
。
α
Q
。
〈
①
ヨ
暑
箕
．
、
噛

　
℃
①
ヨ
げ
同
。
寄
勺
巷
Φ
「
ω
一
（
一
8
0
）
も
唱
．
。
。
O
－
Φ
c
。
■

⑫
↓
鋤
景
も
や
δ
♪
δ
④
b
g
Φ
ご
≦
き
ω
加
島
σ
q
げ
も
．
δ
餅

⑬
討
筐
も
」
O
。
。
一
寄
目
Φ
9
甲
§
鳴
§
忌
き
窪
疑
ミ
§
匙
黄
噂
」
④
分
芝
き
甲

　
鐸
8
α
Q
罫
や
一
罪
9

（831）53



三
　
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
と
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
の
諸
反
乱

54 （832）

　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
が
没
落
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
で
～
八
六
／
八
○
二
年
に
キ
ン
ダ
劉
ヨ
士
族
の
フ

ラ
イ
シ
ュ
囚
げ
負
9
団
し
。
財
（
頓
9
日
餅
も
。
）
げ
．
．
》
げ
卿
鷺
－
”
魯
臼
響
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。

　
タ
ー
リ
ビ
ー
は
こ
の
反
乱
を
イ
ド
リ
ー
ス
ニ
世
の
有
力
な
支
持
者
で
あ
っ
た
マ
ト
ガ
ラ
竃
a
σ
q
げ
9
鑓
族
長
パ
フ
ル
ー
ル
じ
d
山
匡
離
ぴ
．
．
跨
ぴ
伍

㊤
r
≦
群
凱
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
進
出
と
結
び
つ
け
て
、
「
シ
ー
ア
派
」
反
乱
と
規
定
し
、
そ
の
傍
証
と
し
て
反
乱
へ
の
広
範
な
人
材
の
結
集
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

反
乱
鎮
圧
後
の
き
び
し
い
制
裁
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
が
イ
ド
リ
ー
ス
朝
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
は
、
か
れ
が

イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
あ
て
た
反
乱
宣
雷
の
手
紙
の
中
で
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
寧
ζ
巳
p
の
敵
が
諸
君
を
統
治
す
れ
ば
、
そ
の
為
政
者
に
従

う
な
と
、
ア
リ
ー
が
語
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
（
》
げ
び
理
H
一
8
）
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
｝
般
的
な
意
味
で
抵
抗
権
を
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
が
自
ら
の
反
乱
を
正
当
化
す
る
た
め
に
掲
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
～
般
に
タ
ー
リ
ビ
ー
は
ラ
シ
ー
ド
と
バ
ル
マ
ク
家
の
争
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
よ
う
な
政
争
や
反
乱
に
対
し
、
ス
ン
ナ
派
対
シ
ー
ア
派
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
解
釈
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ

が
書
う
よ
う
に
、
ス
ン
ナ
派
や
、
シ
ー
ア
派
の
主
流
と
な
る
穏
健
な
一
ニ
イ
マ
ー
ム
派
H
ヨ
倒
精
解
P
H
簿
畠
．
〉
鴇
碧
団
図
鋤
が
成
立
し
た
の
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

世
紀
後
半
の
ブ
ワ
イ
フ
じ
d
償
≦
9
善
朝
初
期
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
ー
ア
派
も
、
戦
闘
的
な
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
H
ω
ヨ
鯛
、
円
胃
巻
や
ザ
イ
ド
派

N
鎚
時
巻
が
成
立
す
る
九
世
紀
末
以
前
は
、
き
わ
め
て
微
温
的
で
、
絶
え
ず
態
度
を
変
え
る
ア
リ
ー
家
の
不
確
か
な
同
情
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
お
い
て
、
ス
ン
ナ
派
対
シ
ー
ア
派
と
い
う
先
鋭
的
な
闘
争
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
基
づ
く

タ
ー
リ
ビ
ー
の
す
べ
て
の
解
釈
は
ま
っ
た
く
誤
り
で
あ
る
。

　
反
乱
の
主
体
は
征
服
時
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
定
着
し
た
エ
ジ
プ
ト
軍
の
ア
ラ
ブ
の
子
孫
S
忌
、
ミ
鼠
ミ
い
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
多
く
は
す

で
に
正
規
軍
紙
§
駄
か
ら
排
除
さ
れ
、
給
与
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
事
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
一
　
反
乱
の
指
導
者
フ
ラ
イ
シ
ュ
は
、
か
っ
て
一
五
〇
／
七
六
七
年
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
ア
グ
ラ
ブ
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
ト



イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反泓（余部）

　
　
ウ
ー
ヌ
ス
代
官
ハ
サ
ン
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ブ
p
一
掴
p
。
。
き
げ
．
掴
窪
ぴ
鋤
一
－
亀
目
恥
H
の
娘
婿
に
あ
た
り
、
ジ
ュ
ン
ド
の
一
員
で
は
な
く
、
ウ
マ

　
　
イ
や
朝
時
代
か
ら
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
い
た
ア
ラ
ブ
の
子
孫
の
ひ
と
り
で
あ
る
（
〉
び
げ
9
1
H
H
一
〇
｝
1
鱒
）
。
こ
の
ハ
サ
ン
も
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
軍
に
属
し
、
か
れ
ら
の
権
益
を
守
る
た
め
に
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
。

　
ニ
　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
み
な
ら
ず
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
各
地
か
ら
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
の
ア
ラ
ブ
や
ベ
ル
ベ
ル
が
反
乱
に
結
集
す
る
た
め
、

　
　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
集
ま
っ
て
来
た
（
》
げ
び
財
口
8
ち
。
け
巴
勇
＆
回
ρ
一
。
。
り
）
。

　
三
　
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
フ
ラ
イ
シ
ュ
の
手
紙
に
対
す
る
返
書
の
中
で
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
伝
統
的
な
支
持
者
防
ぽ
．
ミ
き
急
き
爵
．
§
愚
適
ミ

　
　
（
す
な
わ
ち
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
）
が
自
側
に
あ
り
、
あ
く
ま
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
を
守
護
す
る
と
富
草
し
て
い
る
（
》
げ
げ
理
事
O
ω
）
。

　
四
　
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
こ
の
反
乱
に
対
し
て
、
イ
ム
ラ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ジ
ャ
ー
リ
ド
や
ハ
ム
ザ
・
イ
ブ
ヌ
ッ
・
サ
ッ
バ
ー
ル
の
指
揮

　
　
下
に
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
暮
慧
．
ミ
§
．
竃
無
を
派
遣
し
、
将
来
の
禍
根
を
断
つ
た
め
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
で
ア
ラ
ブ
を
大
虐

　
　
殺
し
た
（
智
ρ
則
£
c
。
⑩
一
⑩
ρ
き
げ
縛
口
O
♪
δ
。
。
雪
曇
9
貿
二
8
睾
ω
夢
什
冒
頴
9
．
H
象
麟
り
。
。
）
。

　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
と
そ
の
近
辺
で
は
、
タ
ン
マ
ー
ム
の
乱
の
失
敗
に
よ
っ
て
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
勢
力
が
衰
え
た
た
め
、
多
く
が
兵
籍
を
奪
わ
れ

て
い
た
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
が
征
服
者
と
し
て
の
権
利
回
復
を
求
め
て
反
乱
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
反
乱
は
ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
軍
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
追
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
そ
の
も
の
を
否
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
（
沁
認
H
ρ

一
G
。
ρ
》
ぴ
げ
倒
二
δ
b
。
）
。

　
同
様
な
反
乱
は
、
二
〇
七
／
八
二
ニ
ー
三
年
に
シ
チ
リ
ア
女
の
子
H
げ
鄭
群
曾
井
守
岩
と
呼
ば
れ
る
ズ
ィ
ヤ
ー
ド
N
ぐ
騒
げ
．
ω
9
鉱
が
起
こ

し
た
反
乱
で
あ
る
。
タ
！
リ
ビ
ー
は
シ
チ
リ
ア
女
の
子
と
い
う
呼
称
を
根
拠
に
、
か
れ
が
イ
ブ
ラ
！
ヒ
ー
ム
が
採
用
し
た
奴
隷
兵
．
S
ミ
の
ひ

　
　
　
　
　
　
⑤

と
り
と
規
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
呼
称
は
明
ら
か
に
ア
ラ
ブ
の
父
と
捕
虜
に
な
っ
た
シ
チ
リ
ア
女
性
と
の
間
に
で
き
た
男
子
の
子
孫
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
シ
チ
リ
ア
遠
征
が
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ド
が
ウ
マ
イ
や
朝
時
代

の
イ
フ
リ
ー
キ
！
ヤ
軍
の
子
孫
で
あ
る
証
拠
で
あ
る
。
か
れ
は
お
そ
ら
く
私
有
地
を
も
つ
フ
ァ
フ
ス
・
ア
ビ
i
・
サ
ー
リ
フ
閏
魯
ω
》
寓

55 （833）



0
倒
骨
壷
（
日
匿
げ
霞
げ
。
竃
ε
島
）
で
挙
兵
し
、
奪
わ
れ
た
土
地
を
奪
回
す
る
た
め
、
バ
ー
ジ
ャ
を
攻
撃
し
た
が
、
現
地
に
定
着
し
て
い
る
ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
軍
S
§
、
に
撃
退
さ
れ
、
最
後
は
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ア
グ
ラ
ブ
朝
一
族
の
も
と
エ
ジ
プ
ト
総
督
、
サ
ー
リ
ム
・
イ
ブ

ン
・
サ
ワ
ー
ダ
ω
則
財
日
げ
。
ω
p
毒
倒
留
げ
曜
ω
無
違
目
指
揮
下
の
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
反
乱
で
も
ま
た
、
反
乱
兵
士
の
多
く
は
虐
殺
さ
れ
た

（、�
ｹ
Q
。
①
Q
。
㌦
疑
訂
H
H
Φ
？
メ
≧
げ
副
Q
。
鱒
ρ
囚
訂
嵐
薮
お
Q
。
）
。

　
二
三
四
／
八
四
八
i
九
年
に
起
き
た
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
と
ア
ブ
ー
・
シ
ャ
リ
ー
ク
半
島
智
鵠
罠
》
げ
回
ω
げ
等
量
の
ア
ラ
ブ
の
反
乱
も
、
圧
政
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
る
民
衆
反
乱
の
側
面
を
も
つ
と
し
て
も
、
同
様
な
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
の
反
乱
で
あ
ろ
う
。
反
乱
の
指
導
者
、
カ
リ
ー
◎
碧
団
．
（
ま
た
は

曾
母
．
）
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ス
ラ
イ
ム
．
》
旨
ぴ
．
ω
巳
爵
目
は
エ
ジ
プ
ト
に
非
常
に
多
く
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
や
シ
リ
ア
軍

に
少
な
い
ト
ゥ
ジ
ー
プ
日
β
旨
げ
族
か
パ
リ
ー
じ
d
ゆ
八
尺
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
に
属
す
る
と
見
て
よ
い
。
ア
ム
ル
は

二
三
四
年
と
二
三
五
年
間
総
督
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
9
β
冨
ヨ
ヨ
＆
げ
』
W
》
σ
q
巳
9
ぴ
げ
．
H
ぴ
鼠
再
拝
（
二
二
六
－
四
二
／
八
四
一
一
五
六
）
に
よ
っ
て
カ

イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
軍
を
撃
退
し
た
が
、
二
三
六
／
八
五
〇
年
に
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
、
ア
ム
ル
を
は
じ
め
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
と
ア

ブ
ー
・
シ
ャ
リ
ー
ク
半
島
の
ア
ラ
ブ
の
多
く
は
虐
殺
さ
れ
た
（
．
H
臣
差
障
9
匿
耳
く
。
署
w
漁
一
霞
．
名
貰
ゆ
・
。
お
）
。
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム

法
に
反
し
て
、
そ
の
妻
子
の
多
く
が
奴
隷
化
さ
れ
、
ベ
ル
ベ
ル
を
含
む
ア
グ
ラ
ブ
朝
兵
士
に
分
配
さ
れ
た
。
カ
ー
デ
ィ
ー
の
サ
フ
ヌ
ー
ン

ω
鋤
言
雪
げ
¶
ω
p
．
凱
。
同
－
日
夢
占
犀
缶
は
総
督
の
支
持
要
請
を
拒
否
し
て
反
乱
に
中
立
を
保
っ
た
だ
け
で
な
く
、
総
督
を
い
さ
め
て
妻
子
を
解
放
さ

せ
た
（
鑓
倒
一
帥
犀
矧
昏
り
刈
り
一
O
Q
恥
）
。

　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
の
乱
に
似
て
い
る
の
が
タ
ラ
1
プ
ル
ス
軍
の
反
乱
で
あ
る
。
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
と
そ
の
周
辺
の
ジ
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ラ
冒
賦
窮
平
地
は
征
服
以
来
、
エ
ジ
プ
ト
軍
が
定
着
し
、
そ
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
1
ム
は
こ
こ
に
も
ホ
ラ
ー

サ
ー
ン
墨
引
§
．
を
定
着
さ
せ
た
た
め
、
土
着
の
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
の
抵
抗
が
強
ま
り
、
派
遣
さ
れ
て
来
た
代
官
が
あ
い
つ
い
で
追
放
さ
れ
た
。

史
料
で
は
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
は
じ
d
⇔
ロ
q
》
寓
図
ぢ
習
ゆ
と
か
し
d
き
口
楓
口
ω
鼠
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
（
≧
耳
冨
ω
）
。
タ
ー
リ
ビ
ー
は
ア
ブ
ナ
ー

を
タ
ミ
ー
ム
族
の
支
族
サ
ァ
ド
ω
ゆ
．
匹
族
、
臨
N
§
誌
い
ミ
§
を
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
の
市
罠
階
級
（
実
は
土
着
の
ア
ラ
ブ
）
と
し
た
上
で
、
こ
の
争
い
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⑧

を
ア
ラ
ブ
の
部
族
間
闘
争
と
か
、
鼻
緒
階
級
に
よ
る
ア
ラ
ブ
軍
へ
の
抵
抗
運
動
と
す
る
空
想
的
な
解
釈
を
下
し
て
い
る
。

　
一
八
九
／
八
〇
五
年
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
任
命
し
た
四
人
目
の
代
官
を
二
七
日
後
に
武
力
で
追
放
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
が
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
に
抵
抗
し
、
結
局
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
調
停
で
両
者
は
妥
協
し
た
（
》
け
び
H
H
一
⑩
卜
⊃
一
ω
）
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
不
満
な
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
の
一
部
は
モ
ロ
ッ
コ
の
イ
ド
リ
ー
ス
朝
の
新
首
都
フ
ァ
ー
ス
男
心
（
フ
ェ
ズ
）
に
移
っ
た
。
一
九
六
／
八
一
～
1
二

年
に
も
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
子
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
代
官
と
し
て
赴
任
し
て
ま
も
な
く
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
軍
の
反
乱
で
追
放
さ
れ
た
。
か
れ
は

郊
外
で
給
与
ざ
馬
を
支
給
す
る
（
騎
兵
、
日
四
デ
ィ
ル
ハ
ム
、
歩
兵
、
旦
一
デ
ィ
ル
ハ
ム
）
こ
と
に
よ
っ
て
ベ
ル
ベ
ル
を
集
め
て
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス

に
反
攻
し
、
こ
れ
を
占
領
し
た
（
》
け
げ
則
目
卜
。
①
り
1
刈
O
）
。
し
か
し
、
こ
の
騒
乱
が
契
機
と
な
り
、
ジ
フ
ァ
ー
ラ
平
地
南
方
の
ナ
フ
ー
サ
オ
鋤
露
華
山

脈
に
拠
る
イ
バ
ー
ド
派
の
ベ
ル
ベ
ル
に
よ
る
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
包
囲
が
は
じ
ま
り
、
一
九
六
／
八
一
二
年
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
沿
岸
地
方
を
除

く
地
域
を
イ
バ
ー
ド
派
に
捌
返
す
る
条
件
で
か
れ
ら
と
和
解
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
（
〉
爵
回
罵
言
9
N
路
p
身
軽
、
ド
誤
－
。
。
）
。

　
①
↓
繊
9
署
」
畠
φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
証
転
も
山
①
⊆
。
9

　
②
↓
臨
9
讐
．
嵩
O
高
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
凝
葦
も
．
b
。
瞳
9

　
③
国
9
隈
Φ
暮
Φ
山
ざ
§
馬
℃
§
か
ミ
ミ
～
蹴
§
曼
駄
§
§
§
ぎ
婁
び
8
傷
。
戸
　

⑦
余
部
、
五
七
頁
。

　
　
δ
c
。
①
▼
署
』
b
。
？
ω
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
↓
巴
9
署
．
辰
令
0
．

　
④
余
部
「
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
」
六
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
日
勉
薫
も
』
謡
．

四
　
イ
ム
ラ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ジ
ャ
ー
リ
ド
と
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
の
反
乱

　
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
を
主
体
と
し
た
ザ
ー
ブ
地
方
の
駐
留
軍
を
基
盤
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
職
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、

か
れ
を
政
権
に
就
け
た
僚
友
た
ち
は
か
れ
を
同
僚
と
見
な
し
て
お
り
、
か
れ
と
の
関
係
は
緊
張
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

　
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
五
千
（
？
）
に
及
ぶ
奴
隷
．
暮
ミ
と
呼
ば
れ
る
総
督
直
属
の
非
ア
ラ
ブ
近
衛
兵
（
黒
人
ま
た
は
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
出
身
者
で

　
　
①

あ
ろ
う
）
を
集
め
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
郊
外
に
行
政
宮
殿
都
市
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
p
r
．
》
げ
げ
餅
ω
芝
p
（
の
ち
に
は
故
宮
群
曹
囎
塾
ρ
践
冒
と
呼
ば
れ
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②

る
よ
う
に
な
る
）
を
短
期
間
に
建
設
し
、
一
族
、
ア
ビ
ー
ド
、
マ
ワ
ー
リ
ー
、
家
内
の
従
者
・
奴
隷
曾
恥
ぎ
§
、
信
頼
で
き
る
一
部
の
ザ
ー
ブ
軍

と
と
も
に
武
器
、
国
庫
を
も
っ
て
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
（
幻
謬
ぢ
同
。
。
メ
蜜
惹
属
H
一
8
一
．
崔
訂
高
O
卜
。
－
即
切
鉱
親
影
干
卜
。
ω
介
．
鑓
§

ω
O
G
。
）
。
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
に
は
か
れ
の
母
方
の
叔
父
に
あ
た
る
マ
ア
ッ
ド
ζ
9
．
今
織
げ
．
、
H
ρ
阻
が
代
官
．
織
§
N
と
し
て
、
バ
ス
ラ
軍
の
ア
ー
ミ
ル
・

イ
ブ
ヌ
ル
・
ム
ア
ン
マ
ル
．
肉
導
引
げ
』
∵
窯
償
げ
白
露
錠
ぴ
．
ω
一
鼠
ゆ
が
警
察
罫
ミ
慰
長
官
と
し
て
残
さ
れ
た
（
幻
8
だ
H
Φ
㎝
レ
Φ
メ
》
げ
げ
騨
＝
O
①
）
。

こ
の
た
め
、
財
源
が
不
足
し
、
ア
ラ
ブ
兵
へ
の
給
与
支
払
い
は
滞
り
が
ち
に
な
っ
た
。

　
ア
ビ
ー
ド
兵
の
採
用
や
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
や
移
転
に
は
イ
プ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
僚
友
で
あ
る
ザ
ー
ブ
軍
の
指
導
者
イ
ム
ラ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム

ジ
ャ
ー
リ
ド
も
強
く
抵
抗
し
て
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
離
れ
（
累
郎
≦
白
雪
穏
則
一
〇
卜
）
、
お
そ
ら
く
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
か
ザ
ー
ブ
に
逃
走
し
た
。
一
九
四
／
八

｝
○
年
に
起
き
た
反
乱
が
ア
ビ
ー
ド
採
用
、
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
や
移
転
に
反
対
す
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
、
シ
リ
ア
軍
、
バ
ス
ラ
軍
を
含
む
ザ
ー

ブ
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ア
ラ
ブ
を
結
集
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
反
乱
の
指
導
者
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。

　
一
　
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
イ
ム
ラ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ム
ジ
ャ
ー
リ
ド
　
タ
ミ
！
ム
族
の
一
派
ハ
ン
ザ
ラ
平
縫
二
丁
鋤
族
系
の
ラ
ビ
ー
ア

　
　
触
接
回
げ
族
に
属
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
に
従
っ
て
イ
フ
リ
！
キ
ー
ヤ
に
移
っ
た
（
寄
．
名
賃
ω
ω
ミ
）
。
岡
じ
宮
殿

　
　
に
住
む
こ
と
を
許
さ
れ
る
ほ
ど
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
親
し
く
（
≧
耳
嵩
①
）
、
タ
ン
マ
ー
ム
や
フ
ラ
イ
シ
ュ
に
対
す
る
遠
征
軍
の
指
揮
窟

　
　
で
あ
っ
た
（
》
σ
ぴ
費
口
O
斜
）
。

　
ニ
　
シ
リ
ア
軍
の
ア
ム
ル
・
イ
ブ
ン
・
ム
ア
ー
ウ
ィ
ヤ
　
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
智
N
矧
類
の
カ
イ
ス
O
避
ω
系
ス
ラ
イ
ム
ω
巳
醸
耳
食
の
名
門
で
、

　
　
第
二
次
内
乱
で
ウ
マ
イ
や
朝
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
マ
リ
ク
、
》
げ
伽
畔
竃
9
賦
障
に
執
よ
う
に
抵
抗
し
た
ウ
マ
イ
ル
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
バ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
、
d
日
鋤
賃
ぴ
』
忌
月
洋
げ
響
の
子
孫
で
あ
る
。
か
れ
は
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
の
軍
に
従
っ
て
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
り
、

　
　
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
難
攻
不
落
の
城
塞
を
も
つ
カ
ス
ラ
イ
ン
9
ワ
◎
霧
各
自
（
Ω
臣
§
）
を
与
え
ら
れ
た
（
》
げ
げ
倒
＝
訟
O
）
。
か
れ
は
イ
ム

　
　
ラ
ー
ン
と
親
し
く
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
協
力
し
て
タ
ン
マ
ー
ム
と
戦
っ
た
（
〉
げ
げ
9
H
ド
臣
）
。

　
三
　
バ
ス
ラ
軍
の
ア
ー
ミ
ル
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ム
ア
ン
マ
ル
　
タ
ミ
ー
ム
族
と
近
親
の
タ
イ
ム
理
学
臣
p
｝
－
園
呂
欝
族
に
属
す
る
。
か
れ
の
父
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は
や
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
テ
ィ
ム
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
っ
た
か
れ
の
バ
ス
ラ
の
僚
友
で
あ
り
、
古
代
ア
ラ
ブ
の
歴
史

　
　
〉
《
為
臼
ゆ
一
・
、
》
鑓
げ
や
詩
に
精
通
し
て
い
た
（
》
げ
び
口
口
O
刈
）
。
ア
i
・
、
、
ル
自
身
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
ρ
霧
旦
ぐ
p
（
智
円
賦
）
地
方
の
代
官
を

　
　
努
め
、
タ
ン
マ
ー
ム
と
フ
ラ
イ
シ
ュ
に
対
し
て
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
側
に
立
ち
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
シ
ュ
ル
タ
長
官
に
任
命
さ
れ
た

　
　
（
〉
ぴ
ぴ
9
1
H
H
一
〇
①
一
刈
）
。

　
四
　
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ク
ラ
イ
シ
ュ
ρ
霞
錯
跨
げ
』
駐
日
雪
蕊
瞬
（
》
叶
げ
門
H
N
し
Q
窃
1
①
）
　
か
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
反
乱
は
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
二
月
／
三
一
四
月
に
臨
N
◎
亀
ミ
§
§
が
起
こ
し
た
よ
う
で
あ
る
（
》
け
げ
同
門
ト
り
ω
窃
）
。
タ
！
リ
ビ
ー
の
解
釈
と
は
違
っ

て
§
N
§
ミ
§
§
と
は
暮
N
無
㍗
b
u
ゑ
ミ
、
犠
ミ
無
や
婁
、
寒
N
寒
N
ミ
恥
§
な
ど
と
同
じ
用
法
で
あ
り
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
ア
ラ
ブ
兵
を
指
す
。

す
な
わ
ち
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
軍
の
主
力
も
反
乱
に
加
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
イ
ム
ラ
ー
ン
の
兄
弟
ア
ブ
ー
・
ナ
ジ
ュ
ダ
》
げ
口
属
p
凱
9
団
震
凱

が
伝
承
学
者
で
あ
っ
た
（
、
＞
H
鋤
び
　
一
①
O
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
も
有
力
な
法
学
者
で
あ
る
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
出
身
の
ア
サ
ド
・
イ
ブ
ヌ

ル
・
フ
ラ
イ
ト
》
ω
巴
ぴ
．
巴
－
閏
霞
簿
は
イ
ム
ラ
ー
ン
の
誘
い
を
拒
否
し
て
、
中
立
を
保
っ
た
（
》
け
げ
矧
叫
鱒
ω
①
刷
目
げ
げ
倒
噌
H
｝
O
㎝
）
。

　
こ
の
反
乱
に
呼
応
し
て
、
ザ
ー
ブ
や
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
か
ら
イ
ム
ラ
ー
ン
や
ク
ラ
イ
シ
ュ
ら
が
駆
け
つ
け
、
カ
イ
ラ
ワ
1
ン
を
支
配
下
に
お
き
、

ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
を
攻
撃
す
べ
く
両
都
市
間
に
軍
営
を
張
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
の
周
囲
を
濠

で
囲
み
、
そ
の
包
囲
は
一
年
に
も
及
ん
だ
。
結
局
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
送
っ
た
金
が
兵
士
名
簿
き
§
に
登
録
さ
れ
て
い

る
兵
に
給
与
ミ
憩
爵
と
し
て
支
給
さ
れ
、
兵
士
の
大
半
は
反
乱
か
ら
離
脱
し
た
。
イ
ム
ラ
ー
ン
、
ア
ム
ル
、
ア
ー
ミ
ル
ら
は
ザ
ー
ブ
地
方
へ
の

逃
走
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ザ
ー
ブ
を
支
配
し
つ
づ
け
た
。
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
城
壁
を
部
分
的
に
破
壊
し
、
城
門
を
撤
去
し

た
（
翼
償
≦
契
H
二
〇
や
9
》
9
圃
二
鱗
メ
ト
⊃
ω
？
◎
切
9
。
断
象
賃
H
鱒
し
。
鼻
）
。

　
イ
ム
ラ
ー
ン
ら
は
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
死
後
、
コ
ー
ラ
ン
解
釈
学
者
ヤ
フ
ヤ
i
・
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
ム
磯
菩
旨
σ
．
ω
毘
倒
旨
鋤
甲
じ
d
霧
鼠
鋤
『

6
塁
ヨ
団
の
調
停
に
よ
っ
て
そ
の
子
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
（
在
任
一
九
六
⊥
δ
一
／
八
一
ニ
ー
七
）
か
ら
ア
マ
ー
ン
を
与
え
ら
れ
た
が
、
ア
ッ
バ
ー

ス
ィ
ー
ヤ
の
宮
殿
に
軟
禁
さ
れ
た
イ
ム
ラ
ー
ン
は
二
〇
〇
／
八
一
五
年
に
処
刑
さ
れ
た
（
諺
げ
げ
勤
口
。
㎝
一
．
黛
鷲
謡
繊
蝉
盛
暑
裁
隅
一
〇
9
9
魁
一
寄
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⑤

話
。
。
）
。
一
方
、
ア
ム
ル
は
許
さ
れ
、
カ
ス
ラ
イ
ン
か
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
に
帰
郷
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
反
乱
は
ザ
ー
ブ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
や
シ
リ
ア
軍
、
バ
ス
ラ
軍
の
～
部
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
か
ら
離
反
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
で
は
タ
ー
リ
ビ
ー
の
解
釈
は
ほ
ぼ
正
し
い
が
、
か
れ
は
こ
こ
で
も
タ
ミ
ー
ム
族
内
部
の
サ
ァ
ド
族
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
）
対
ラ
ビ
ー

ア
族
（
イ
ム
ラ
ー
ン
）
と
か
、
タ
ミ
ー
ム
族
対
タ
イ
ム
族
（
ア
ー
ミ
ル
）
と
か
、
タ
ミ
ー
ム
族
対
カ
イ
ス
族
と
か
い
っ
た
部
族
主
義
的
解
釈
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ち
こ
も
う
と
し
て
い
る
。

　
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
！
の
弟
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
N
蔓
＆
践
巳
断
げ
（
二
〇
～
！
二
三
／
八
一
七
1
三
八
）
は
い
つ
そ
う
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
や
シ

リ
ア
軍
を
遠
ざ
け
て
（
山
導
契
隣
H
O
？
c
。
㌦
H
穿
芦
別
O
①
）
、
マ
ワ
ー
リ
ー
を
重
用
し
、
そ
の
ひ
と
り
ア
ブ
i
・
ハ
ー
ル
ー
ン
諺
げ
q
国
倒
懸
p
9
留
倒

を
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
代
官
に
任
命
し
た
（
宕
β
≦
帥
《
門
回
｝
O
o
Q
）
。
ア
ム
ル
は
二
〇
八
／
八
二
三
－
四
年
、
再
び
カ
ス
ラ
イ
ン
に
拠
っ
て
反
乱
を
起
こ
し

た
。
し
か
し
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
ル
ー
ン
指
揮
下
の
軍
に
降
伏
し
、
ア
マ
ー
ン
を
与
え
ら
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
の
子
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た
（
罫
器
属
H
δ
。
。
…
．
三
訂
蹴
⑩
刈
－
c
。
一
》
げ
げ
騨
＝
H
ρ
ω
。
。
卜
。
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
反
乱
は
従
来
の
ア
ラ
ブ
間
闘
争
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
ラ
ブ
が
総
体
と
し
て
、
支
配
層
と
し
て
の
特
権
を
死
守
す

る
た
め
総
督
に
対
し
て
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
支
配
層
と
し
て
の
ア
ビ
ー
ド
を
含
め
た
支
配
層
寄
集
天
間
の
土
地
や
税
収
の
争
奪
と
い

う
面
で
は
共
通
の
性
格
を
も
つ
。

　
①
た
だ
、
こ
れ
ら
の
奴
隷
は
お
も
に
家
内
向
け
で

　
の
ち
八
三
六
年
に
、
ナ
ポ
リ
属
竜
。
躍
が
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
切
①
⇔
⑦
く
①
罧
。
公
シ
カ

ル
ド
ω
8
費
ゆ
。
と
条
約
を
結
び
、
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
の
ロ
ン
バ
ル
ド
諸
公
国
か

ら
購
入
し
た
奴
隷
を
ア
ラ
ブ
に
輸
出
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
（
回
巴
甑

ゆ
ω
鱒
）
か
ら
見
て
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
こ
ろ
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
奴
隷
貿
易
が
活

発
化
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
九
世
紀
に
は
チ
ャ
ド
湖
北
岸
・
東
岸
の
カ

ネ
ム
閑
§
Φ
目
地
方
に
黒
人
遊
牧
民
の
ザ
ガ
ー
ワ
N
効
σ
q
7
餌
毛
四
族
の
王
国
が
成
立

し
て
お
り
（
鴫
p
、
ρ
尉
げ
酬
円
く
o
H
押
ぢ
ω
…
吋
倒
ρ
碧
く
。
一
．
ρ
憲
卜
。
）
、
カ
ワ
ー
ル

〆
p
毛
訓
同
、
ザ
ウ
ィ
ー
ラ
N
9
≦
回
鼠
の
オ
ア
シ
ス
を
経
由
し
た
黒
入
奴
隷
貿
易
が
始

　
ま
っ
た
（
尾
魁
ρ
凌
げ
メ
ゆ
ω
心
㎝
）
。

　
あ
っ
て
、
ア
ビ
ー
ド
兵
は
奴
隷
で
は
な
く
、
応
募
兵
か
も
知
れ
な
い
。
王
の
奴
隷

　
と
い
う
表
現
は
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
以
来
、
し
ば
し
ば
世
襲
貴
族
や
窟

　
僚
、
軍
入
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
。
国
・
頃
蔓
ρ
§
馬
譜
笹
葺
。
｛
譜
鳶
貴
卜
。
昌
山

　
Φ
象
島
o
P
り
o
p
α
o
P
一
Φ
“
ρ
℃
や
仁
n
ρ
這
ρ
ア
ッ
パ
！
ス
朝
で
も
そ
の
傾
向
は
強

　
ま
っ
た
。
〉
ヨ
讐
P
§
鳴
嶺
§
8
や
き
。
昏
。
駆
．

②
こ
の
場
合
、
奴
隷
を
含
む
非
ア
ラ
ブ
の
出
身
で
、
高
官
、
総
督
の
腹
心
、
兵
と

　
な
っ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ビ
ー
ド
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
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③
Ω
8
Φ
甲
恥
ミ
§
§
》
§
舞
署
δ
？
c
。
　
、
〉
匡
U
算
。
戸
§
鴨
§
§
ミ

　
ミ
N
甘
ぎ
貧
唱
唱
．
c
Q
⑩
5
一
〇
P

④
日
出
貫
Ψ
嵩
ピ
ア
ラ
ブ
兵
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
、
職
人
で
は
な
く
、
下
層
民

　
（
？
）
と
し
て
い
る
。

⑤
ア
ム
ル
は
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
に
帰
郷
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ア

　
ミ
ー
ン
と
マ
ー
ム
ー
ン
の
内
乱
直
後
の
混
乱
期
に
、
ウ
カ
イ
ル
、
φ
ρ
山
勢
族
の
ナ

　
ス
ル
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
バ
ス
壌
¢
磐
『
ω
訂
げ
餌
鋳
と
と
も
に
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
、
ス

　
グ
…
ル
の
都
市
や
キ
リ
ス
ト
教
修
道
院
を
さ
か
ん
に
略
奪
し
た
ス
ラ
イ
ム
族
の
ア

　
ム
ル
が
か
れ
と
同
一
入
物
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
日
p
訂
島
。
。
れ
マ
路

　
》
窪
団
駅
即
確
餌
、
ρ
口
び
酬
↓
駆
ω
緊
ρ
心
G
。
リ
ム
9
《
一
白
皿
卜
。
一
山
る
鰭
刈
）
。
そ
う
だ

　
と
す
れ
ば
、
か
れ
は
マ
ー
ム
ー
ン
の
将
タ
ー
ヒ
ル
月
出
門
σ
．
索
出
¢
雛
葦
の
攻

　
撃
を
受
け
た
あ
と
、
カ
ス
ラ
イ
ン
に
帰
っ
た
こ
と
に
な
る
し
、
ア
ム
ル
の
討
伐
も

　
マ
ー
ム
ー
ン
の
命
令
に
よ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
た
だ
し
、
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア

　
シ
ー
ル
は
．
》
§
げ
．
、
〉
げ
α
餌
甲
、
》
N
冒
と
し
て
い
る
。

⑥
↓
跳
9
署
「
竃
。
。
φ
δ
P

イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）

五
　
マ
ン
ス
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ナ
ス
ル
と
ア
ー
ミ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ナ
ー
フ
ィ
f
の
反
乱

　
二
〇
九
／
八
二
四
年
か
ら
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
軍
の
最
大
の
反
乱
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
反
乱
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
、
シ
リ

ア
軍
、
バ
ス
ラ
軍
の
主
要
部
分
を
結
集
し
た
も
の
で
、
イ
ム
ラ
ー
ン
と
ア
ム
ル
の
反
乱
の
継
続
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
指
導
者
や
反
乱
兵
士
の
構

成
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
マ
ン
ス
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ナ
ス
ル
竃
9
霧
臼
げ
。
宕
p
貿
　
カ
イ
ス
系
ハ
ワ
！
ズ
ィ
ン
国
餌
≦
9
ぎ
族
の
　
派
ジ
ュ
シ
ャ
ム
甘
ω
訂
臼
族
に

一
属
し
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に
対
す
る
フ
ナ
イ
ン
点
き
9
着
の
戦
い
で
戦
死
し
た
ド
ゥ
ラ
イ
ド
∪
霞
9
乱
ヴ
群
0
ぎ
白
鋤
の
子
孫
で
あ
る
。

か
れ
も
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
軍
に
加
わ
っ
て
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
っ
た
と
さ
れ
（
寄
ゴ
q
g
b
d
ω
ミ
）
、
し
た
が
っ

て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
ロ
ー
マ
以
来
の
ト
ゥ
ン
ブ
ザ
月
自
ぴ
＆
訂
の
城
塞
に
拠
り
、
そ
の
地
方
の
広

大
な
土
地
を
所
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ム
ル
の
反
乱
当
時
は
、
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
の
代
官
で
あ
っ
た
が
、
ア
ム
ル
の
処
刑
に
強
く
反

発
し
、
免
職
さ
れ
た
と
い
う
。
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
邸
宅
ミ
§
簿
織
に
帰
っ
た
マ
ン
ス
ー
ル
は
二
〇
九
年
、
軍
の
将
に
さ
か
ん
に
手
紙
を
書
き
、

反
乱
へ
の
同
調
を
求
め
た
（
瓢
謬
錯
鼠
δ
。
。
夢
げ
げ
騨
悶
。
。
。
。
春
。
一
望
ρ
9
＜
典
♪
鼻
ω
）
。
タ
ー
リ
ビ
ー
は
か
れ
の
反
乱
を
も
ま
た
カ
イ
ス
族
の
党
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①

　
　
派
精
神
に
帰
し
て
い
る
。

　
ニ
　
ア
ー
ミ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ナ
ー
フ
ィ
！
．
》
昆
同
げ
累
桝
目
．
げ
．
．
》
げ
q
9
や
園
菩
白
餅
p
げ
、
囹
曄
騨
　
イ
エ
メ
ン
の
マ
ズ
ヒ
ジ
ュ
《
匙
耳
こ
系
ム

　
　
ス
リ
ー
ヤ
ζ
霧
胃
腿
族
の
出
身
で
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
し
、
い
と
こ
の
ア
ー
ミ
ル
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
．
》
ヨ
畔
び
．
H
し
。
ヨ
9
－
．
臣

　
　
げ
．
．
詞
ヨ
嬬
は
ウ
マ
イ
や
朝
最
後
の
カ
リ
フ
、
マ
ル
ワ
ー
ン
雲
霞
≦
響
二
世
を
エ
ジ
プ
ト
で
追
い
詰
め
て
殺
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

　
　
（
B
鋤
げ
費
H
駆
9
＞
げ
鼠
H
＝
。
。
メ
H
H
ω
。
。
ω
）
。
祖
父
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
り
、

　
　
ア
ー
、
、
、
ル
自
身
は
サ
ビ
ー
バ
ω
鋤
餌
げ
鋤
（
ω
鼠
Φ
し
・
）
に
土
地
を
も
っ
て
い
た
。
タ
ー
リ
ビ
ー
は
東
方
の
歴
史
に
暗
い
た
め
、
鋤
甲
諺
N
鑓
ρ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
う
異
名
か
ら
、
か
れ
が
マ
デ
ィ
ー
ナ
の
ア
ン
サ
ー
ル
｝
ぷ
鍵
に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
三
　
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ム
フ
ァ
ッ
ラ
ジ
．
》
竃
鋤
r
ω
巴
鯛
巳
ぴ
．
馬
込
艮
鋤
凌
ε
　
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
シ
ュ
ア
ス
と
と
も
に
イ

　
　
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
移
っ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
で
あ
り
（
寄
、
名
9
b
ご
ω
ミ
甲
き
げ
騨
口
。
。
刈
）
、
バ
ー
ジ
ャ
に
土
地
を
も
っ
て
い
た

　
　
（
、
回
穿
践
δ
鱒
≧
寓
門
駆
8
）
。
か
れ
は
タ
ミ
ー
ム
系
ラ
ビ
ー
ア
族
（
≧
耳
玉
O
）
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ヤ
シ
ュ
ク
ル
く
登
算
霞
族

　
　
（
諺
げ
げ
騨
H
H
ω
Q
。
㎝
）
と
も
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
ヤ
シ
ュ
ク
ル
族
や
バ
ク
ル
ゆ
p
ζ
族
を
含
む
ま
っ
た
く
別
系
統
の
ラ
ビ
ー
ア
族
と
勘
違
い
さ

　
　
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
四
　
フ
ァ
ド
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ル
・
ア
ン
バ
ル
国
p
曾
げ
．
扇
げ
出
－
．
諺
昌
げ
聖
　
タ
ー
リ
ビ
ー
は
か
れ
を
タ
ミ
ー
ム
族
ま
た
は
カ
イ
ス
系
ズ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
．
ヤ
ー
ン
U
ご
ξ
習
族
の
ア
ン
バ
ル
族
に
属
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
に
か
れ
の
個
人
名
で
あ
っ
て
、
部
族
を
示
す
も
の
で
は
な

　
　
い
。
た
だ
、
か
れ
が
ア
ブ
ー
・
シ
ャ
リ
ー
ク
半
島
に
征
服
以
来
定
着
し
て
い
た
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
に
属
す
る
の
か
、
こ
こ
に
土
地
を

　
　
獲
得
し
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
ア
ラ
ブ
軍
の
大
半
が
反
乱
に
走
り
、
ア
グ
ラ
ブ
朝
の
支
持
者
は
お
も
に
ア
ビ
ー
ド
や
マ
ワ
ー
リ
ー
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の

例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
一
　
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
は
マ
ン
ス
ー
ル
に
対
し
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
ハ
ム
ザ
・
イ
ブ
ヌ
ッ
・
サ
ッ
バ
ー
ル
の
子
ム
ハ
ン
マ
ド
を
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指
揮
官
と
し
た
お
も
に
マ
ワ
ー
リ
ー
か
ら
な
る
三
百
ま
た
は
五
百
騎
を
派
遣
し
た
が
、
か
れ
ら
は
二
〇
九
年
サ
フ
ァ
ル
月
二
五
日
／
八
二

　
四
年
六
月
二
七
日
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
造
船
所
§
、
康
無
ミ
．
織
で
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ホ
ラ
！
サ
ー
ン
軍
暮
§
、
に
支
持
さ
れ
た
マ
ン
ス
ー
ル
に

急
襲
さ
れ
て
、
多
く
が
虐
殺
さ
れ
た
。
マ
ン
ス
！
ル
は
不
退
転
の
決
意
を
示
す
た
め
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
い
と
こ
に
あ
た
る
ト
ゥ
ー
ヌ

　
ス
代
宮
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ス
フ
ヤ
ー
ン
H
し
。
血
潮
．
則
｝
げ
．
ω
β
ぞ
倒
⇔
げ
噛
ω
餅
に
導
を
殺
し
た
。

二
　
つ
ぎ
に
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
が
い
と
こ
の
ガ
ル
ブ
ー
ン
○
げ
紮
げ
雪
げ
、
諺
ぴ
山
農
群
指
揮
下
に
派
遣
し
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
を
中
心

　
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
軍
、
§
駄
は
マ
ン
ス
ー
ル
に
岡
情
的
で
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
で
こ
れ
に
合
流
す
る
か
、
バ
ー
ジ
ャ
、
ア
ブ
i
・
シ
ャ

　
リ
ー
ク
半
島
、
サ
ト
フ
ー
ラ
0
合
議
鑓
地
方
、
マ
イ
ダ
ラ
ζ
餌
凱
鶏
p
（
〉
ヨ
芝
刈
審
邑
、
ウ
ル
ブ
ス
、
サ
ビ
ー
バ
な
ど
、
指
導
者
が
土
地

　
も
っ
と
こ
ろ
を
中
心
に
各
地
に
散
っ
て
自
立
し
て
い
っ
た
（
累
暑
豪
酒
δ
。
。
山
押
．
冠
旨
旨
⑩
c
。
点
O
ρ
〉
轡
耳
ω
し
。
O
路
G
。
Φ
ρ
》
ぴ
げ
鐸
＝
。
。
ρ
H
H

　
ω
。
。
卜
。
山
一
網
倒
ρ
葺
く
○
に
添
ω
）
。

三
　
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
兵
は
イ
ム
ラ
ー
ン
の
反
乱
時
と
同
様
、
二
〇
九
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
第
一
月
五
日
／
八
二
四
年
九
月
三
日
、
マ
ン
ス
ー

　
ル
を
市
内
に
迎
え
入
れ
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
や
攻
撃
に
参
加
し
、
破
壊
さ
れ
て
い
た
城
壁
を
再
建
し
た
。
し
か
し
、
四
〇

　
黛
後
、
マ
ン
ス
ー
ル
は
ア
ビ
ー
ド
や
　
部
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
支
持
さ
れ
た
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
に
破
れ
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
撤
退

　
し
た
。
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
城
壁
は
再
び
破
壊
さ
れ
、
城
門
は
撤
去
さ
れ
た
（
．
H
己
顔
δ
ρ
暑
惹
旨
一
＝
－
じ
。
　
乏
臨
ω
ω
∵
卜
。
）
。
カ
イ
ラ
ワ
ー

　
ン
の
兵
の
多
く
は
マ
ン
ス
ー
ル
な
ど
の
指
導
者
に
従
っ
て
、
各
地
に
散
っ
た
し
、
二
～
○
／
八
二
五
－
六
年
に
は
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
三

　
百
の
兵
と
そ
の
家
族
は
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
承
認
の
も
と
に
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ァ
ー
ス
の
カ
ラ
ウ
ィ
ー
イ
ー
ン
O
銭
p
≦
曙
冒
地
区

　
　
　
　
　
④

　
に
移
住
し
た
。
マ
ン
ス
ー
ル
は
翌
年
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
再
度
占
領
し
て
、
自
序
の
兵
の
妻
子
を
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
救
出
し
た
（
≧
耳
ω
鐸

　
、
鼠
冨
蹴
一
〇
一
）
。

四
　
翌
春
の
二
一
〇
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
／
八
二
五
年
五
月
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
は
い
と
こ
の
ア
ブ
ー
・
フ
ィ
フ
ル
》
げ
q
国
冨

　
ζ
島
鋤
退
位
巴
げ
．
．
諺
げ
仙
謹
群
指
揮
下
の
ア
ビ
ー
ド
、
マ
ワ
ー
リ
ー
を
主
体
と
し
た
兵
を
ア
ー
ミ
ル
の
本
拠
サ
ビ
ー
バ
に
派
遣
し
た
が
、
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こ
の
軍
は
ア
ー
ミ
ル
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
、
ア
グ
ラ
ブ
朝
側
に
と
ど
ま
っ
た
数
少
な
い
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
将
で
あ
る
ハ
ム
ザ
の
子
ム
ハ

　
　
ン
マ
ド
は
戦
死
し
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
以
来
蓄
え
ら
れ
て
い
た
金
で
新
た
な
兵
を
募
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

　
　
（
≧
寓
吋
ω
Q
。
N
瓢
償
≦
畠
騎
同
＝
一
．
匡
薮
昌
δ
O
山
一
》
げ
げ
鐸
H
δ
①
る
し
。
。
①
）
。

　
五
　
ア
ー
ミ
ル
は
勝
ち
に
乗
じ
て
、
南
部
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
に
侵
攻
し
た
が
、
こ
の
地
の
イ
ー
フ
ラ
ン
H
津
蔭
膳
を
主
体
と
し
た
ベ

　
　
ル
ベ
ル
は
か
れ
へ
の
協
力
を
拒
み
、
お
そ
ら
く
金
で
雇
わ
れ
て
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
フ
ヤ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
サ
ワ
ー
ダ

　
　
ω
鳳
蜜
響
ケ
ω
陶
≦
叫
簸
（
エ
ジ
プ
ト
総
督
サ
ー
リ
ム
の
兄
弟
）
指
揮
下
の
二
百
騎
か
ら
な
る
ア
グ
ラ
ブ
下
側
の
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
に
登
録
さ
れ
た

　
　
兵
と
合
流
し
た
。
ア
ー
ミ
ル
は
こ
の
地
方
の
主
導
ト
ゥ
ー
ザ
ル
↓
口
鎚
H
（
一
『
げ
摂
し
。
郎
穏
信
ω
）
か
ら
ナ
フ
ザ
ー
ワ
累
既
鼠
毛
鋤
地
方
に
抜
け
る
前
に
、

　
　
タ
ク
ユ
ー
ス
日
譜
旨
ω
（
同
匡
α
q
Φ
ω
）
で
敗
退
し
た
（
・
匡
冨
二
一
〇
H
一
重
≦
翅
為
H
一
ト
。
一
〉
け
匿
ω
ω
ω
　
囚
訂
匡
謬
お
心
）
。

　
こ
の
結
果
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
手
に
残
っ
た
の
は
、
首
都
の
ほ
か
、
海
岸
の
サ
ー
ヒ
ル
ω
群
臨
地
方
、
カ
ー
ビ
ス
、
タ
ラ
ー
ブ
ル

ス
と
、
南
部
内
陸
の
ナ
フ
ザ
ー
ワ
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
だ
け
に
な
っ
た
。
マ
ン
ス
ー
ル
は
反
乱
を
正
当
化
す
る
た
め
、
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を

最
初
に
占
領
し
た
と
き
、
そ
の
カ
ー
デ
ィ
i
、
ア
ブ
ー
・
ム
ブ
リ
ズ
〉
葛
ζ
償
甘
冒
ζ
吾
p
き
ヨ
下
げ
■
．
〉
点
点
群
群
国
ヨ
習
同
と
ア
サ
ド
・
イ

ブ
ヌ
ル
・
フ
ラ
ー
ト
（
二
人
が
同
時
に
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
こ
と
は
．
》
鑓
び
一
①
①
）
に
対
し
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
の
政
治
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に

反
す
る
と
認
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
（
嵐
9
1
一
口
（
団
一
〇
Q
α
一
①
）
。
か
れ
は
ま
た
自
ら
の
名
で
デ
ィ
ル
ハ
ム
§
・
ぎ
ミ
銀
貨
を
発
行
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

貨
幣
に
は
ア
グ
ラ
ブ
朝
の
勝
利
慧
ミ
い
の
か
わ
り
に
公
正
瓢
ミ
と
刻
印
さ
せ
た
（
．
H
象
劉
ド
〇
一
）
し
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
に
対
し
て
、
一

族
、
財
産
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
（
．
凱
塗
下
δ
o
三
密
壽
餐
回
H
鍾
≧
耳
ω
認
）
。

　
戦
線
が
膠
着
す
る
と
、
ア
ラ
ブ
の
反
乱
指
導
者
は
よ
り
多
い
土
地
、
税
収
の
分
け
前
を
求
め
て
、
た
が
い
に
闘
争
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二

一
一
／
八
二
六
－
七
年
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
移
っ
て
い
た
ア
ー
ミ
ル
は
マ
ン
ス
ー
ル
を
ト
ゥ
ン
ブ
ズ
に
急
襲
し
、
マ
ン
ス
ー
ル
は
ウ
ル
ブ
ス
に
逃

亡
し
た
。
ウ
ル
ブ
ス
の
デ
ィ
マ
シ
ュ
ク
軍
団
は
長
期
の
包
囲
に
耐
え
て
ま
で
も
か
れ
を
保
護
す
る
意
志
が
な
か
っ
た
た
め
、
マ
ン
ス
ー
ル
は

バ
ー
ジ
ャ
の
ホ
ラ
！
サ
ー
ン
軍
の
指
導
者
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
の
調
停
に
よ
っ
て
東
方
に
帰
る
条
件
で
降
伏
し
た
が
、
護
送
中
ク
ル
バ
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イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）

　
　
　
　
　
⑥

O
霞
ぴ
ゆ
（
O
o
お
く
餌
）
で
殺
害
さ
れ
た
（
、
包
叡
昌
一
〇
一
－
N
累
信
≦
塁
筒
H
｝
し
。
甲
》
静
冒
心
O
や
9
＞
ぴ
三
目
嗣
G
。
。
。
腿
）
。
こ
の
結
果
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
や
ウ

ル
ブ
ス
の
シ
リ
ア
軍
は
ア
ー
ミ
ル
に
反
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
．
罠
冨
H
二
〇
卜
。
）
。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
に
敗
れ
た
ア
ー
ミ
ル
は
ト
ゥ
ー
ヌ
ス

か
ら
ク
ル
バ
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
（
慧
自
差
饗
H
じ
ω
ム
…
》
げ
げ
鍵
H
H
ω
c
。
膳
ホ
）
、
一
一
～
三
年
ラ
ビ
…
第
二
月
／
八
二
八
年
七
月
、
お
そ
ら
く
ア

グ
ラ
ブ
朝
の
マ
ウ
ラ
ー
で
あ
ろ
う
ム
テ
ィ
ー
ζ
耳
鳳
の
指
揮
下
の
総
督
軍
に
よ
る
ク
ル
バ
包
囲
中
に
死
ん
だ
。
か
れ
の
子
供
た
ち
や
兵
は
か

れ
の
遺
言
に
従
っ
て
、
配
下
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
と
と
も
に
た
だ
ち
に
降
伏
し
て
、
許
さ
れ
た
（
累
自
≦
塁
昌
置
倉
．
賦
訂
昌
H
o
G
。
一
≧
欝
お
㎝

［
諺
類
b
辰
年
］
　
》
げ
げ
騨
H
H
ω
○
。
黛
．
塁
§
Q
。
謡
）
。

　
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
は
ウ
ル
ブ
ス
付
近
の
ウ
ッ
バ
d
び
げ
p
の
城
塞
に
拠
っ
た
ム
テ
ィ
ー
へ
の
抗
戦
に
追
わ
れ
る
一
方
、
一
　
一
三
／
八
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

年
に
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
ル
ッ
カ
ピ
琶
＄
伯
に
よ
る
カ
ル
タ
ゴ
近
辺
へ
の
攻
撃
や
サ
ト
フ
ー
ラ
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル
の
反
抗
に
も
苦
し
む

よ
う
に
な
っ
た
（
ざ
§
G
。
謡
山
）
。
か
れ
は
二
一
八
／
八
三
三
年
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
が
ア
ブ
！
・
シ
ャ
リ
ー
ク
半
島
に
派
遣
し
た
軍

に
対
し
て
、
半
島
の
ア
ラ
ブ
の
指
導
者
フ
ァ
ド
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ル
・
ア
ン
バ
ル
と
合
同
し
て
戦
っ
て
、
戦
死
し
た
（
≧
耳
駐
ρ
玉
響
2
笥

ご
心
）
。
フ
ァ
ド
ル
も
半
島
か
ら
追
わ
れ
た
あ
と
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
の
ア
ラ
ブ
の
支
持
を
得
て
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
に
籠
城
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
年
の

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
／
九
一
十
月
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
は
ア
ブ
ー
・
フ
ィ
フ
ル
の
攻
撃
の
前
に
陥
落
し
、
フ
ァ
ド
ル
や
法
学
者
た
ち
を
含
む
多
く
の
ト

ゥ
ー
ヌ
ス
の
ア
ラ
ブ
は
殺
意
さ
れ
、
そ
の
乱
世
は
破
壊
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
逃
走
し
た
も
の
に
ア
マ
ー
ン
が
与
え
ら
れ
た
の
は
よ
う
や
く
翌
年

の
こ
と
で
あ
る
（
≧
訂
貝
緯
ρ
．
髭
姦
昌
同
O
⊆
”
魚
餌
．
名
げ
卵
切
。
・
心
ρ
護
鑑
寄
H
①
り
心
O
一
・
〉
湯
げ
認
や
㎝
）
。

　
マ
ン
ス
ー
ル
が
カ
イ
ス
系
で
あ
り
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
も
ま
た
非
ヤ
マ
ン
系
で
あ
る
た
め
、
史
料
は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
側
を
寧

鼠
＆
舘
H
饗
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
三
リ
ビ
ー
は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
ラ
ー
ム
と
ア
ー
ミ
ル
の
闘
争
を
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
は
る
か

太
古
か
ら
つ
づ
く
ア
ラ
ブ
の
北
面
竃
薮
賃
と
南
族
磯
9
ヨ
き
と
の
伝
統
的
な
部
族
間
闘
争
と
い
う
き
わ
め
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な
解
釈
を

　
　
　
⑧

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
闘
争
の
本
質
は
イ
ム
ラ
ー
ン
目
ア
ム
ル
の
乱
と
同
様
、
支
配
層
と
し
て
の
特
権
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
ア
ラ
ブ
に

よ
る
ア
グ
ラ
ブ
朝
総
督
へ
の
反
抗
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
ラ
ブ
が
総
体
と
し
て
ア
グ
ラ
ブ
朝
に
反
抗
す
る
だ
け
で
な
く
、
か
れ
ら
の
問
で
も
た
が
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い
に
闘
争
し
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ビ
ー
ド
を
も
含
め
た
支
配
層
々
集
団
間
の
限
ら
れ
た
土
地
や
税
収
の
争
奪
と
い
う
点
で
は
そ

れ
以
前
の
ア
ラ
ブ
反
乱
と
共
通
し
た
性
格
を
も
つ
。

　
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
が
い
ま
だ
反
乱
が
継
続
中
の
二
一
二
年
ラ
ビ
i
第
一
月
／
八
二
七
年
六
月
、
突
然
従
来
の
ビ
ザ
ン
ツ
と
の
友
好
関

⑨係
を
破
棄
し
て
、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
サ
ド
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
フ
ラ
ー
ト
の
指
揮
下
に
シ
チ
リ
ア
征
服
軍
を
ス
ー
ス
ω
留
（
田
曾
§
Φ
ε
ヨ
）
の
港
か

ら
派
遣
し
た
（
丁
零
質
回
ω
課
査
〉
汁
即
ω
ω
ω
臨
即
、
H
象
倒
H
二
β
．
§
§
ω
刈
9
ζ
的
弓
二
。
。
①
－
刈
）
の
は
、
タ
ー
リ
ビ
ー
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
反
乱
を

い
ま
だ
つ
づ
け
て
い
る
ア
ラ
ブ
に
も
体
面
を
保
つ
自
然
な
形
で
帰
順
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
を
与
え
る
と
同
時
に
、
シ
チ
リ
ア
で
減
た
な
土
地

と
税
収
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
人
口
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ザ
ー
ブ
以
西
の
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
で
は
な
く
シ
チ
リ
ア
を
標
的
に
し
た
の
は
、
シ
チ
リ
ア
の
方
が
よ
り
肥
沃
な
土
地
と
税
収
が
多
く
、
征
服
が
容
易
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
に
違

い
な
晦
・

　
バ
ー
ジ
ャ
で
は
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
タ
ミ
ー
ム
族
の
ア
リ
i
・
イ
ブ
ン
・
フ
マ
イ
ド
．
と
同
げ
■
掴
償
日
ゆ
乱
が
中
心
に

な
っ
て
ア
グ
ラ
ブ
朝
に
帰
順
し
、
そ
の
子
、
ア
ブ
i
・
ア
ブ
デ
ィ
ッ
ラ
ー
》
げ
口
．
》
ぴ
住
巳
留
と
ア
ブ
ー
・
フ
マ
イ
ド
》
げ
倒
掴
仁
ヨ
p
琶
の
兄
弟

は
総
理
大
臣
竃
§
等
に
任
命
さ
れ
た
（
宕
犀
≦
避
隣
に
。
。
）
。
こ
の
兄
弟
が
総
督
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
の
と
き
、
二
一
三
／
八
四
六
年
に
、
総
督
の
弟

ア
ブ
i
・
ジ
ャ
ァ
フ
ァ
ル
》
げ
q
冨
、
｛
費
諺
ゲ
臼
巴
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
る
ま
で
（
罫
器
鴇
目
＝
。
。
鵬
N
ρ
、
崔
冨
馬
δ
。
。
鵬
⑩
）
、
兄
弟
の

一
族
が
バ
ー
ジ
ャ
の
総
督
職
を
ほ
ぼ
独
占
し
つ
づ
け
た
（
b
d
Q
ざ
団
α
刈
）
。
こ
う
し
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
の
一
部
は
ア
グ
ラ
ブ
朝
と
妥
協
し
、
権

力
の
中
枢
に
位
置
を
占
め
る
こ
と
さ
え
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
①
↓
m
臣
も
」
刈
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
該
寒
昆
日
効
ヨ
H
ヨ
付
近
で
発
見
さ
れ
た
銀
貨
に
｝
＝
○
年
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ

　
②
円
鶴
。
筐
も
や
b
O
7
b
。
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
か
ら
、
タ
ー
リ
ビ
ー
（
旭
」
謡
b
o
δ
b
。
）
は
こ
れ
が
サ
ビ
ー
バ
の
戦
い
の
あ

　
③
日
Q
匪
も
』
一
ρ
8
融
轡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
マ
ン
ス
ー
ル
の
二
回
目
の
短
期
間
の
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
占
領
時
に
発
行
さ
れ
た

　
④
日
巴
蔦
署
」
。
。
P
ω
ミ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
推
定
し
て
い
る
。

　
⑤
6
鉱
9
ワ
6
ρ
ア
ブ
ー
・
シ
ャ
リ
ー
ク
半
島
の
マ
ン
ズ
ィ
ル
・
タ
・
、
・
！
ム
　

⑥
ク
ル
バ
の
位
置
に
つ
い
て
は
日
帥
筐
も
」
り
。
。
．
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⑦
ゴ
薫
も
．
b
、
O
。
。
ヨ
g
巴
．

⑧
証
薫
も
旭
』
0
9
ω
9

⑨
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
シ
チ
リ
ア
総
督
に
よ
る
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に
、

　
か
れ
と
の
友
好
関
係
を
維
下
し
た
し
（
↓
騨
漕
げ
一
ω
Φ
刈
”
躰
O
一
）
、
子
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

　
ラ
ー
は
法
学
者
を
主
体
と
し
た
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
指
導
者
防
奪
禽
剛
ぎ
の
承
認
の
も

　
と
に
、
シ
チ
リ
ア
総
督
と
正
式
の
休
戦
ぎ
導
ミ
を
締
結
し
て
い
た
（
9
似
躍
可

　
一
〇
。
9
日
野
醸
駆
O
b
っ
）
。

⑩
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
マ
ー
ム
ー
ン
は
二
～
五
／
八
三
〇
年
早
春
か
皇
＝
八
／
八

　
三
三
年
晩
夏
に
死
ぬ
ま
で
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
連
年
ビ
ザ
ン
ツ
領
カ
ッ
パ
ド
キ

　
ア
へ
の
遠
征
を
自
ら
指
揮
し
た
。
こ
の
遠
征
の
目
的
は
父
ラ
シ
ー
ド
の
政
策
を
継

承
し
て
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
を
イ
ス
ラ
ー
ム
領
に
組
み
込
み
、
そ
の
辺
境
と
し
て
設
定

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
余
部
「
ビ
ザ
ン
ツ
辺
境
政
策
」
二
一
一
四
九
頁
）
。
し
た

が
っ
て
、
マ
ー
ム
ー
ン
が
こ
の
遠
征
に
連
動
す
る
形
で
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ

ラ
ー
に
ビ
ザ
ン
ツ
領
シ
チ
リ
ア
遠
征
を
命
じ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
事
実
、

マ
ー
ム
ー
ン
が
門
コ
ー
ラ
ン
創
造
説
」
を
国
定
教
義
化
す
る
と
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト

ゥ
ッ
ラ
ー
も
カ
ー
デ
ィ
i
、
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
ム
ブ
リ
ズ
》
汀
ヨ
巴
σ
’
》
鋳

ζ
信
督
蒔
が
死
ん
だ
二
～
＝
／
八
三
六
年
（
．
賦
冨
昌
δ
9
．
〉
舜
ぴ
δ
メ
《
倒
罵
断

ω
0
9
ω
O
即
8
鉱
露
卜
σ
δ
）
に
、
「
コ
ー
ラ
ン
劔
造
説
」
派
の
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ル
・

ジ
ャ
ワ
ー
ド
、
〉
区
巳
㌶
7
ず
》
ぽ
．
こ
蝉
毛
畿
を
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
命
し
（
日
臥
ぼ

鱒
b
。
『
－
c
。
）
、
勢
門
コ
ー
ラ
ン
創
造
説
扁
派
の
サ
フ
ヌ
…
ン
へ
の
圧
迫
を
許
し
た
。
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ま
と
め
と
展
望

　
長
期
に
わ
た
る
一
連
の
闘
争
の
本
質
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
の
人
口
過
剰
と
そ
れ
に
伴
っ
て
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地

と
税
収
の
争
奪
で
あ
り
、
付
随
的
に
は
権
力
の
中
枢
へ
の
参
画
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ア
ラ
ブ
人
口
は
三
次
に
わ
た
る
大
規
模

な
移
住
に
よ
っ
て
、
ま
た
ロ
ー
マ
系
原
住
民
の
同
化
に
よ
っ
て
も
、
総
督
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
寸
書
テ
ィ
ム
以
後
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の

総
人
口
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
ア
ラ
ブ
が
経
済
的
利
益
と
権
力
の
共
同
享
受
を
通
じ
て
総
体
と
し
て
支

配
層
を
構
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
ウ
マ
イ
や
朝
時
代
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
を
征
服
し
た
エ
ジ
プ
ト
軍
（
の
ち
の
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
）
と
少
数
の
シ
リ
ア
軍
が
イ
ス
ラ
ー

ム
に
改
宗
し
た
一
部
の
ベ
ル
ベ
ル
と
と
も
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
土
地
や
税
収
を
分
割
し
た
が
、
モ
ロ
ッ
コ
北
部
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
西
部
の

ベ
ル
ベ
ル
の
反
乱
鎮
圧
に
失
敗
し
た
。
こ
の
た
め
、
か
れ
ら
は
、
ウ
マ
イ
や
朝
末
期
に
派
遣
さ
れ
て
ベ
ル
ベ
ル
を
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
か
ら
撃
退

し
、
防
衛
の
た
め
そ
の
ま
ま
現
地
に
定
着
さ
せ
ら
れ
た
シ
リ
ア
軍
と
、
土
地
や
税
収
の
分
割
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ア
軍
と
イ
フ
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リ
ー
キ
ー
や
軍
も
タ
ラ
ー
ブ
ル
ス
地
方
の
イ
バ
！
ド
派
の
ベ
ル
ベ
ル
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ベ
ル
ベ
ル
の
侵
攻
を
防
ぐ
こ
と
に
失
敗
し
た
。
ア
ッ

バ
ー
ス
朝
に
よ
っ
て
に
新
た
に
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
派
遣
さ
れ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
・
シ
リ
ア
軍
・
バ
ス
ラ
軍
は
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
侵
攻
し

て
い
た
ベ
ル
ベ
ル
を
一
掃
し
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
支
配
確
立
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
に
定
着
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
報
償
と
し
て

従
来
の
ア
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
土
地
と
給
与
を
奪
い
、
権
力
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
と
新
シ
リ
ア
軍
、
バ
ス
ラ
軍

も
数
が
多
す
ぎ
、
し
か
も
、
ベ
ル
ベ
ル
の
抵
抗
を
排
し
て
ザ
ー
ブ
以
西
に
進
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
か
れ
ら
の
間
で
闘
争
が
生

じ
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ス
ラ
出
身
の
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
民
意
総
督
の
も
と
で
優
遇
さ
れ
て
い
た
シ
リ
ア
軍
と
バ
ス
ラ
軍
に
対
し
て
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

軍
が
反
乱
を
起
こ
し
て
勝
利
し
、
バ
ス
ラ
軍
が
ム
ハ
ッ
ラ
ブ
家
と
と
も
に
没
落
し
、
シ
リ
ア
軍
も
大
き
く
影
響
力
を
減
じ
た
。
つ
ぎ
に
、
ホ

ラ
ー
サ
イ
ン
軍
内
部
で
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
駐
留
軍
と
ザ
ー
ブ
駐
留
軍
の
闘
争
が
起
こ
り
、
ザ
ー
ブ
軍
が
勝
利
し
た
結
果
、
そ
の
指
導
者
、
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
ア
グ
ラ
ブ
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
総
督
に
任
命
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
は
ザ
ー
ブ
の
ホ
ラ
ー
サ
イ
ン
軍
か
ら
同
僚
と
し
て
の
団
結
心
以
上
の
忠
誠
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
れ

ら
を
全
面
的
に
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
た
な
権
力
基
盤
と
し
て
自
ら
に
直
属
し
、
自
ら
の
み
に
思
詰
な
外
人
近
衛
兵
の
採
用
、
非
ア

ラ
ブ
高
官
の
登
用
を
断
行
し
、
ア
ラ
ブ
都
市
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
を
離
れ
て
、
独
自
の
行
政
宮
殿
都
市
ア
ッ
パ
ー
ス
ィ
！
や
に
移
っ
た
。
か
れ
の
子

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
、
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
ア
ミ
ー
ン
と
マ
ー
ム
ー
ン
の
内
乱
に
乗
じ
て
総
督
職
を
継
ぐ
こ
と
に
成
功

し
、
父
の
政
策
を
継
承
、
強
化
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ゥ
ー
ヌ
ス
地
方
を
中
心
と
し
た
旧
イ
フ
リ
ー
キ
ー
や
軍
の
ア
ラ
ブ
が
奪
権
闘
争
を

開
始
す
る
一
方
、
支
配
層
と
し
て
の
特
権
が
犯
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
も
ア
グ
ラ
ブ
朝
に
対
し
て
執
拗
な
闘
争
を
つ
づ
け
、

戦
線
が
膠
着
す
る
と
、
自
分
た
ち
の
問
で
の
闘
争
に
陥
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
軍
団
の
反
乱
は
ア
ラ
ブ
間
闘
争
か
ら
、
外
人
近
衛
兵
を
採
用
し
て
薪
た
な
支
配
集
団
を
構
築
し
よ
う
と
し
た

総
督
に
対
す
る
抵
抗
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
場
合
を
通
じ
て
、
ア
ラ
ブ
が
支
配
層
と
し
て
の
既
得
特
権
を
守
る
た
め
、

あ
る
い
は
回
復
す
る
た
め
に
戦
い
、
あ
ら
ゆ
る
闘
争
が
外
人
近
衛
兵
も
含
め
て
支
配
層
諸
集
団
問
の
土
地
・
税
収
の
争
奪
や
権
力
闘
争
で
あ
る
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こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　
こ
の
闘
争
が
経
済
的
利
益
や
権
力
を
な
る
べ
く
少
数
の
特
権
集
団
で
独
占
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
ア
ラ
ブ
諸
勢
力
は
イ
フ
リ
ー

キ
ー
ヤ
の
人
口
の
過
半
を
占
め
る
ロ
ー
マ
系
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
住
民
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
ま
た
、
ベ
ル
ベ
ル
（
ム
ス
リ
ム
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

神
教
徒
）
に
支
持
を
訴
え
る
こ
と
も
な
く
、
か
れ
ら
を
闘
争
の
局
外
に
置
い
た
。
カ
イ
ラ
ワ
ー
ン
の
法
学
者
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
間
の
利
害
争
い
へ
の
関
与
を
拒
み
、
反
乱
に
組
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ッ
パ
1
ス
朝
か
ら
正
式
に
任
命
さ
れ
た
合
法
的
な
州
政
府
で

あ
る
ア
グ
ラ
ブ
朝
を
暗
黙
の
内
に
支
持
し
た
。
ズ
ィ
ヤ
ー
ダ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
は
自
ら
の
権
力
を
よ
り
正
当
化
し
て
法
学
者
・
禁
欲
家
や
ア
ラ
ブ
、

ム
ス
リ
ム
の
積
極
的
な
支
持
を
結
集
し
、
か
つ
土
地
・
税
収
の
不
足
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
し
、
内
乱
を
収
束
す
べ
く
、
シ
チ
リ
ア
征
服
戦
争

を
突
然
に
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　
翻
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
全
体
を
見
渡
す
と
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
辺
境
を
除
く
支
配
玉
地
域
で
は
、
地
域
の
ア
ラ
ブ
か
ら
税
収
の
一
部
を
奪

い
、
中
央
に
吸
い
上
げ
る
政
策
を
強
力
に
遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ブ
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
執
拗
に
反
乱
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
づ
け
る
一
方
、
自
身
の
間
で
も
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
、
税
収
の
は
げ
し
い
争
奪
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
ま
た
、
ホ

ラ
ー
サ
ー
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
ζ
倒
名
。
鼠
．
き
勉
鋤
訂
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
絢
鋳
霞
げ
p
巳
倒
p
・
ア
ル
メ
ニ
ア
〉
§
ぎ
H
饗
の
よ
う
な
伝
統
的
な

支
配
層
の
勢
力
が
強
い
辺
境
地
域
で
は
、
土
着
の
王
侯
や
豪
族
な
ど
の
勢
力
を
排
除
も
し
く
は
削
減
し
、
税
収
の
大
幅
な
増
収
を
図
り
、
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
抵
抗
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
支
配
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
辺
境
で
あ
っ
た
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
場
合
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
税
収

の
一
部
の
中
央
送
付
を
図
っ
た
こ
と
は
、
ラ
シ
ー
ド
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
！
ム
に
総
督
任
命
の
条
件
と
し
て
義
務
づ
け
た
と
さ
れ
る
以
外
に
な
い
。

他
の
辺
境
ス
グ
ー
ル
や
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
は
財
源
の
不
足
分
が
中
央
や
他
州
か
ら
補
填
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
場
合
は
、
大
イ

ン
ド
砂
漠
や
カ
ッ
チ
大
湿
地
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
巴
出
ぼ
蜘
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
た
シ
ン
ド
腔
巳
（
イ
ン
ダ
ス
川
中
流
・
下
流
域
）
と
並
ん
で
、

比
較
的
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
か
ら
軽
視
さ
れ
、
補
填
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ラ
ブ
問
の
闘
争
が
生
じ
た
。
し
か
も
、
ア
グ
ラ
ブ
朝

の
総
督
が
、
外
人
か
ら
な
る
近
衛
軍
を
組
織
し
て
ア
ラ
ブ
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
た
め
、
ア
ラ
ブ
総
体
か
ら
の
抵
抗
に
直
面
す
る
よ

69 （847）



　
し
な
っ
た
。
結
局
、
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
軍
、
シ
リ
ア
軍
を
中
心
と
し
た
ア
ラ
ブ
は
ア
グ
ラ
ブ
朝
体
制
下
で
軍
人
と
し
て
機
能
し
、
外
人
近
衛
兵

　
ど
に
利
益
や
権
力
の
一
部
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
、
あ
る
程
度
、
伝
統
的
な
特
権
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
か
れ
ら
は
辺
境
の
外
側
の
ベ
ル
ベ
ル
の
征
服
に
は
失
敗
し
、
十
世
紀
以
後
、
ベ
ル
ベ
ル
諸
政
権
が
イ
フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
を
征
服
し
て
王
朝
を
建

凶
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
以
前
に
、
ロ
ー
マ
化
や
キ
リ
ス
ト
教
化
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
ベ
ル
ベ
ル
は
ア
ラ
ブ
に
よ
る
支
配
を
拒
否
す
る
　
方
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
深
め
て
い
た
。
ロ
ー
マ
化
や
キ
リ
ス
ト
教
化
を
ほ
と
ん
ど
拒

否
し
て
き
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
の
峻
険
な
小
カ
ビ
ー
リ
ヤ
ピ
Φ
ω
ω
臼
丙
法
器
p
山
地
の
ク
タ
ー
マ
囚
葺
謬
餌
食
で
さ
え
イ
ス
ラ
ー
ム
の
影

響
を
受
け
、
九
世
紀
末
に
は
東
方
か
ら
の
宣
教
師
を
受
け
入
れ
て
、
ア
リ
ー
の
子
孫
を
世
直
し
的
政
治
・
宗
教
指
導
者
、
イ
マ
ー
ム
§
昏
§
と

認
め
る
形
の
イ
ス
ラ
ー
ム
（
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
）
を
受
容
し
、
団
結
し
て
、
二
九
七
／
九
〇
九
年
に
は
ア
グ
ラ
ブ
朝
を
滅
ぼ
し
て
フ
ァ
ー
テ
ィ

マ
朝
を
建
国
し
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
東
部
の
今
ひ
と
つ
の
峻
険
な
山
地
、
ア
ウ
ラ
ー
ス
》
≦
鼠
ω
山
地
の
ハ
ッ
ワ
ー
ラ
ロ
鋤
芝
≦
騨
9
族
も
こ
れ

を
見
て
、
か
れ
ら
自
身
の
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
の
指
導
を
受
け
入
れ
て
、
独
自
の
建
国
運
動
を
は
じ
め
、
～
二
三
四
／
九
四
六
年
に
は
、
一
時
イ

フ
リ
ー
キ
ー
ヤ
の
大
半
を
占
領
し
た
が
、
結
局
ク
タ
ー
マ
族
と
、
薪
た
に
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
中
央
高
地

の
サ
ン
ハ
ー
ジ
ャ
0
麗
訂
旨
系
タ
ル
カ
ー
タ
日
巴
訂
箭
族
に
よ
っ
て
敗
れ
去
っ
た
。
ク
タ
ー
マ
族
と
タ
ル
カ
ー
頭
骨
は
イ
フ
リ
！
キ
ー
ヤ
の

支
配
層
と
し
て
ア
ラ
ブ
や
ア
グ
ラ
プ
朝
の
外
人
近
衛
兵
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
結
果
、
ア
ラ
ブ
の
子
孫
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
フ

ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
が
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
と
し
て
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
ア
グ
ラ
ブ
朝
と
の
継
続
性
を
重
視
し
、
ま
た
、
ク
タ
ー
マ
族
の
み
に
権

力
基
盤
を
置
く
こ
と
に
危
険
を
感
じ
た
た
め
、
ア
ラ
ブ
の
か
な
り
の
部
分
を
正
規
軍
、
§
蹴
の
兵
と
し
て
と
ど
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
フ

リ
ー
キ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ブ
軍
は
革
命
的
な
形
で
は
な
く
、
緩
や
か
な
過
程
を
経
て
特
権
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
日
勉
筐
も
・
曽
ω
．

②
こ
の
分
野
で
は
詳
雑
な
研
究
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
簡
単
に
は
》
ヨ
ぎ
Φ
誌
華

　
馬
蕪
昌
8
署
．
一
ω
墜
α
・
な
お
、
森
本
氏
（
『
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
エ
ジ
プ
ト
税
制

史
の
研
究
』
）
は
官
僚
や
在
地
指
導
者
か
ら
見
た
場
合
の
農
民
か
ら
の
徴
税
と
い

う
一
点
の
み
に
視
野
を
限
っ
た
結
果
、
そ
の
税
収
が
い
か
に
誰
の
た
め
に
消
費
さ

れ
た
の
か
と
い
う
点
や
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ブ
に
よ
る
税
収
中
央
送
付
に
対
す
る



　
強
い
抵
抗
、
ア
ラ
ブ
間
の
税
収
の
争
奪
と
い
う
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
見
落

　
と
し
て
い
る
。

③
》
舞
び
p
§
壽
§
奥
。
訂
営
Φ
「
劇
．
．
震
Φ
す
牙
。
｛
写
ξ
倒
ω
理
工
α
鋒
Φ

　
5
げ
び
似
ω
凱
O
⑦
馨
「
巴
O
o
〈
Φ
同
上
ヨ
Φ
障
、
ド
3
日
戸
費
㎝
．
、
ゆ
倒
σ
卑
搾
o
h
し
d
効
山
ゲ
山
プ
雪
山
チ
Φ

　
．
諺
げ
げ
似
も
。
一
儒
臨
。
．
、
．

④
ア
ッ
パ
t
ス
朝
に
抵
抗
し
て
、
タ
ラ
ー
プ
ル
ス
地
方
か
ら
移
住
し
た
ベ
ル
ベ
ル

　
諸
部
族
の
う
ち
、
イ
バ
ー
ド
派
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
北
西
部
の
テ
ィ
ー
ハ
ル
ト
を
中

心
に
ル
ス
タ
ム
朝
を
建
国
し
た
し
、
イ
ー
フ
ラ
ン
族
は
テ
ィ
リ
ム
サ
ー
ン

円
膨
巳
ω
理
（
§
①
ヨ
8
p
）
地
方
に
建
国
し
た
。
と
も
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
支
配
権

を
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
こ
の
影
響
で
シ

ャ
ラ
フ
ω
ゲ
臥
臥
（
O
ま
瓢
h
）
川
流
域
の
マ
グ
ラ
ー
ワ
ζ
g
。
α
q
ご
倒
芝
自
説
も
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
と
な
っ
て
、
テ
ィ
リ
ム
サ
ー
ン
の
支
配
を
イ
ー
フ
ラ
ン
族
と
争
う
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
モ
ロ
ッ
コ
北
部
の
有
力
な
ア
ウ
ラ
バ
》
護
β
。
冨
族
は
ア

リ
ー
の
子
孫
を
迎
え
て
イ
ド
リ
ー
ス
朝
を
建
国
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
深
め
た
。

　
　
　
　
　
（
東
京
経
済
大
学
教
授

1
瓢
）

イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍団の反乱（余部）
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The　Arab　Revolts　in　lfriqiya，　794－827

by

AMABE　Fukuzo

　　It　is　well　known　that　Arab　and　Khurasani　warriors　initiated　many　revolts　in

Ifriqiya　（present－day　Tunisia　and　northeast　Aigeria）　in　the　early　‘Abb2sid　caliphate．

Talbi，　who　is　the　only　persoR　to　give　an　in－depth　anaiysis　of　the　problem，

interprets　these　revolts　in　the　light　of　Yamani－Mueari　inter－Arab　tribal　conflict　or

Sumi－Shl‘i　politico－religious　strife．　This　stereoeypical　and　totaly　misleading

interpretation　derives　from　his　lack　of　1〈nowledge　of　‘Abbasid　history．　ln　fact，

neither　Yarnani－Mudari　nor　Sunni－Shi‘i　conflict　was　then　found　anywhere　in　the

Islamic　world，　let　alone　lfriqiya．　The　real　cause　of　the　revolts　was　a　shortage　of

wealth　to　be　distributed　after　the　Arabs　had　conquered　the　region；　i．　e．　friction

among　the　various　Arab－Khurasani　groups　over　the　distribution　of　avallable

property　and　tax　revenue．

　　The丘rst　revol£，　after　a　temporary　eq曲brium　under　the　Ba§ran　MuhaUabid

govemors，　was　an　uprising　of　the　Khurasanis　stationed　in　Tanus　（Tunis）　against

the　Ba＄rans　（who　were　mostly　concentrated　in　Qayrawan）　and　the　Syrians　（who

were　divided　into　legions　and　settled　in　various　iecalities），　who　had　been　favorably

treated　by　the　Muhallabid　govemors．　This　rebeilion　was　led　by　two　1〈hurasanis：

‘Abduwah　b．　al－Jar［id　（‘Abdawayh）　and　lbn　al－Farsi．　（lnterestingly，　‘Abdawayh

originaily　came　from　a　family　of　Ba＄ran　noblemen．）　ln　the　end，　the　Khurasanis

were　persuaded　to　lay　down　their　arms　by　the　new　Khurasani　army，　which　was

sent　from　Baghdad　by　Caliph　Hfiran　al－Rashid　under　the　command　of　Hartharna　b．

A‘yan．

　　Although　some　Syr　ians　also　joined　the　second　revolt，　it　was　basically　an　inter－

Khurasani　conflict　between　the　Tunisian　and　Zabi　armies．　This　revolt　was　also

launched　by　Khurasani　soldiers　in　Tanus　under　the　leadership　of　the　governor　of

T燃，Tammam　b．丁田m，　because　the‘Abbasi蜘vemor　of　I蜘1ya　at亡empted

to　reduce　their　salaries　so　that　he　would　have　enough　to　cover　the　salaries　of　a

large　Khurasani　garrison　under　the　command　of　lbrahim　b．　al－Aghlab　in　Z2b，　the

westemmost　outpost　on　the　border　with　Maghrib　（westem　Algeria　aRd　Morocco）．

The　victor，　lbrahim　b．　al－Aghlab，　himseif　a　Khurasani，　was　subsequently　appointed
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govemor　of　lfriqiya．

　　The　third　revolt　was　an　uprising　in　Tanus　by　lfriqi　Arabs　of　Egyptian　origin

（descendants　of　the　Arab　conquerors　of　lfriqiya）　who　had　previously　lost　their　iand

and　prerogatives　to　the　Khurasanis．　lt　was　led　by　Khurayslt　（Hamd－is），　wkose

father－in4aw，耳asan　b．耳arb，　had　Ied　a　rebe1丘on　thirty－five　years　previously．

Ifriqis　from　aH　over　the　territory　fiocked　to　Ttinus　to　join　the　revolt．　They　were

easily　defeated　by　the　1〈hurasanis，　who　were　sent　from　Qayrawan　by　lbrahirn．

　　As　tirne　went　by，　the　Zabi　1〈hurasanis　became　increasingly　alienated　by　their　old

cornrade，　lbrahirn　b．　al－Aghiab，　as　he　became　increasingly　autocratic，　basing　his

power　on　newly　recruited　foreign　mercenaries　（ltalians　and　Negroes）．　The　Zabi

I〈hur2sanis　（ied　by　‘lmran　b．　Mujalid，　once　lbrahim’s　confidant），　Syrians　（led　by

‘Ainr　b．　Mu‘Awiya），　and　Basrans　（led　by　‘Arnir　b．　al－Mu‘ammar），　coalesced　against

Ibrahim，　but　the　reberaon　dissolved　when　lbrahim　offered　them　salaries．

This　revolt　was　resurned　and　developed　into　the　fuial　and　largest　revolt　by

Mans｛ir　b．　Nasr，　‘Amir　b．　Nafi‘，　and　‘Abd　al－Sa15m　b．　al－Mufarraj，　Khur5sani　Arab

leaders　and　prominent　landlords．　The　governor　Ziyadatul12h，　lbrahim’s　son，　bided

his　time，　waiting　for　quarrels　and　in－fighting　to　create　divisions　among　the　rebels，

while　diverting　Arab　attention　to　the　conquest　of　Sicily．

The　Eastem　Policy　of　the　Emperor　Vespasian

by

KuwAyAMA　Tadafumi

　　The　reign　of　Vespasian　has　been　considered　as　an　era　of　the　development　of　the

western　part　of　the　Roman　Empire．　But，　the　eastern　part　of　the　Empire　is　as

important　as　the　westem　part．　For　the　basis　of　Vespasian’s　faction　in　the　Civil

War　in　A．　D．　69　was　in　the　eastem　part，　and　during　his　reign，　the　eastem　frontier

of　the　Roman　Empire　was　quite　changed：　the　client　kingdoms　such　as　Cornmagene

and　Arrnenia　Minor　were　incorporated　into　the　Empire；　Cappadocia　was　joined

with　Galatia　and　stationed　by　two　legions．　Conceming　these　changes，　other

studies　have　insisted　that　Vespasian　merely　intended　to　make　a　defence　line．　By

offering　reasons　other　than　rnilitary　aspects，　1　demonstrate　the　further　significance
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